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第７回「3.11東日本大震災から高知は学ぶ」シンポジウム

〜７年目の「復興」を知る。そして「わがこと」として考える。〜

日時　2018年２月10日㈯　13：00〜17：00
場所　黒潮町立　大方あかつき館　　　　

報告１　南三陸町の復興状況①
　　　　及川　貢氏（宮城県南三陸町役場　保健福祉課係長）

報告２　南三陸町の復興状況②
　　　　三浦勝美氏（宮城県南三陸町教育委員会　生涯学習課長）

報告３　黒潮町の防災対策
　　　　村越　淳氏（黒潮町役場　情報防災課係長）

（石川俊二高知県自治研究センター常務理事）

　皆さん、こんにちは。立春を過ぎましたがずっ
とこの間大変寒くて、寒さが少し和らいだと思う
たら今日はまた雨でして、実は私、10時半ごろ高
知市内を出たときにはかなりの雨でして、大丈夫
かなと、皆さん来てくれるかなと心配をしながら
来ましたら、多くの皆さんにご参加いただきまし
てほんとに感謝を申し上げたいと思います。
　そして今日は、現地の黒潮町役場の職員の皆さ
んには、会場の手配から設営、そして受付等と大
変なご支援、ご協力をいただいておりますことに
合わせて感謝を申し上げたいと思います。

　さて、3.11東日本大震災から間もなく７年にな
ろうとしています。私ども高知県自治研究センタ
ーは、3.11を踏まえて、いずれ来るであろう南海
トラフ地震に向けて、どういうふうな備えあるい
は構えを、これはハードもソフトもですけども、
しておかなければならないかという問題意識を持
って、毎年１回連続シンポジウムを開催していま
す。
　この間、キーワードとしては「事前復興」とい
う言葉をキーワードに何回かやってきました。あ
まり聞き慣れない言葉かなというふうに思います
が、事前復興というのは、つまり南海トラフ地震
が避けられないのであれば来ることを前提にし
て、それまでにと言ったら、時間がいつ来るか分
からないので限定されるわけですけれども、私た
ちはそれに向けてどういうふうな心構えあるいは
住民組織づくり等々、それこそハード・ソフトを
やっていかなければならないのかということで、
何回かそういったテーマでシンポジウムを開催し
てきました。
　そして、今日もメインのスピーカーでお話をい
ただきます南三陸町から三浦勝美さん、そして及
川貢さん、お二人には４年前にもこの会場でシン
ポジウムをやったときにおいでていただきまし
て、3.11当時の大変な状況等をお話をいただきま
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した。今日はまた再登板ということで、遠いとこ
ろ大変ありがとうございます。この間４年間経過
しておりますので、この４年間の取り組みの経過、
そして現状のお話をいただいて、いいことも悪い
ことも含めてさまざまな動きがある。そして新た
な課題も出てきているというふうなお話も伺って
いますから、ぜひそういったご報告をいただきた
いというふうに思います。
　今日は、第２部はパネルディスカッションとい

うことで構えているところであります。この高知
県で、そして黒潮町でどういうふうに考え行動し
ていかなければならないか、そういったことを全
体で考え合わせていければ、この上ない幸いであ
ろうかというふうに考えておりますので、最後ま
でどうかよろしくお願いを申し上げまして、主催
者を代表としてのあいさつに代えさせていただき
たいと思います。
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報告１

南三陸町の復興状況 ①

宮城県南三陸町役場　保健福祉課係長　及　川　　貢　氏

はじめに

　皆さん、こんにちは。宮城県南三陸町から参り
ました及川と申します。今日は高知県自治研究セ
ンターのシンポジウムにお招きいただき、また、
報告させていただく機会を設けていただきまして
ありがとうございます。できる限り今の状況につ
いてお話しさせていただきたいと思いますし、ま
た、高知県の皆さんに少しでもお役に立てるよう
になればいいなと思います。よろしくお願いいた
します。
　先ほど石川常務理事からもお話がありましたよ
うに、４年前もこの会場でその当時の復興の状況
をお話しさせていただきました。そのときの資料
を見返してみたんですけれども、その当時はまだ、
もちろん復興事業としては進んでいるんですが形
として見えてきていない状況で、災害公営住宅と
か防災集団移転とか、そういった事業については
まだ入居が始まっていないような状況でした。
　役場の職員としても震災直後も大変だったんで
すけれども、その当時は、先が見えないという

か、復興の先が見えないではなくて、私たちの仕
事のそのピークっていうんですかね、そういった
ものがいつピークなんだろうというような状況で
した。そのときに高知県にお招きいただいて、少
しあっちとは違った空気を吸わせていただいてリ
フレッシュして帰った記憶があります。
　私は震災のときは建設課で仮設住宅、それから
そのあと復興の担当部署に行って災害公営住宅、
そして今は保健福祉課で、前に戻った形ですけれ
ども仮設住宅に絡む仕事をさせていただいており
ます。今日はその復興事業の中でも、要するに住
まいの再建の部分の事業の進捗状況と、それに対
して町はどういった被災者に支援をしてきたのか
という部分を前半で、それから後半では仮設住宅、
それから再建後において被災者のケアを町として
どう支援しているのかというところの流れでお話
をさせていただきたいと思っております。
　今日は南三陸町職員組合、黒潮町の職員組合さ
んとずっと震災後交流させていただいて、今回は
私含めて５名来ております。彼らも震災直後から
さまざまな仕事をして頑張ってこられた職員です
ので、ぜひ休憩時間あるいはこの会が終わった後
にでも、何か聞きたいことがあれば遠慮なく声を
かけていただければなと思います。

住民の振り返りと今後への思い

　少し本題に入る前に、今日は行政側の話ばかり
になるので、住民の方が今どんな考えを持ってい
るのかというところを最初に紹介したいと思いま
す。
　これは、昨年の夏に東北学院大の大学生が地域
演習課題という授業の中で戸倉長清水地区、ここ
も相当な被害あったところですけど、そこの住民
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を対象としたインタビューをしております。震災
のこと、それから再建までの道のり、あるいは今
後の自分たちの未来像など、そういったもののイ
ンタビューをした最後に、「行政に対して今サポ
ートしてほしいことはありますか」、あるいは「行
政に対して何か言いたいことはありますか」とい
うインタビューでした。９人にインタビューして、
ちょっと要約はしておりますが、そのまま載せて
あります。
　例えば１番目は、これはニュース等でも報じら
れているかと思いますけれども、「防潮堤が高い。
裏のほうから見ると海の様子が分からないので、
津波が来てもどこ逃げていいか分かんない」とい
う声。それから２番目は雇用の問題。３番目は、
これはちょっと珍しいですけども、「６年間、役
場もよくやってくれていると思う」という声。そ
れから５番目、「コミュニティ再建のための施設
を残してほしい」。これはこの戸倉地区で被災の
あった中学校の体育館を地区で、例えば運動とか
それから郷土芸能の練習の場として使いたいんだ

けども、町は維持管理、そういった部分からどう
も取り壊しをするようだと。ぜひその施設を残し
てほしいといった声です。それから６番目も最後
にはコミュニティにつながっていきますが、「共
同で使える荷揚げ場が欲しい。そうすれば集落の
人が自然と集まって、そこで話ができる」とそう
いった声ですね。
　それから８番目は、「もう役場に何言ってもし
ょうがない。何の期待もしてない」というところ
です。この背景としては、例えば防災集団移転の
中で行政側と住民の話し合いがあって、行政はで
きるだけ住民の方たちに主体でそういった議論を
促すようにしていくんですけれども、その中で、
やっぱり、でも住民が言った声って結局反映され
ないじゃないかというところが背景としてあっ
て、こういう発言が出てきたと。最後は９番目、
交通手段の確保。これは防災集団移転でもう高台
に行きますから、そこまでの道路がすごく長いと、
そこを高齢者が下に下りてくるまではかなりきつ
いと。下まで下りてこなければ町民バスに乗れな
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いと、そういったこれは切実な課題だなというふ
うに思います。

震災の被害状況

　建物被害については、町の全体の約６割が被害
を受けております。これは県内被災市町の被害状
況を、横軸に全壊住棟数、縦軸に全壊率というこ
とで表したものです。仙台、石巻などはもちろん
広い市ですから全壊の戸数は多いんですけれど
も、仙台市などは全壊率で言えば５％程度で、４
年目か５年目あたりにもう復興宣言的なものを果
たして、それからは逆に県内市町の復興事業の支
援のほうにあたっていると、そういった状況に
なってます。女川、南三陸は被害戸数で言えば
3,000戸くらいですけれども、このような全壊率
になって、いわゆる町が壊滅したといった、そう
いったことがこの表から見てとれるかと思いま
す。
　震災前の南三陸町で一番大きな市街地のこれ志
津川市街地です。津波がこの２つの川を遡上して
いって、結局、大体今見えている住宅については
すべて流されてしまったといった状況です。今日
午前、黒潮町の移転した役場を見させていただき
ましたが、南三陸町の役場はここら辺にありまし
た。防災対策庁舎も隣接してここら辺ということ
で、震災前に庁舎の移転の議論がなかったわけで
はなくて、平成17年の合併のときに、その庁舎を
移転するか、しないかという議論を協議会の中で

した経緯があります。
　合併した後に、私もこれあとで調べたというか
見たんですけれども、平成18年に４回くらいの庁
舎建設委員会というのを開いていたんですけれど
も、４回目の委員会で、要は役場を移転するより
もっと大事なことがある、産業とか福祉とか、そ
ういった結論に至ってその検討会は４回で終了し
て、その後何の議論もありませんでした。
　あともう１つ、ここに当時の町営住宅、平成８
年に建てられたんですけれども、ここも建設する
際に、「ほんとにここで大丈夫か」といった議論
もありました。津波避難ビルには指定されており
まして、結局津波はこの住宅の屋上の足元まで到
達しました。その当時、この住宅には30人から40
人ぐらいの住民が避難をして、かろうじて流され
ずに済んだといった状況です。そういった何とい
うか、反省といいますか、ほんとはもう少し個人
的には検証しないといけないのかなと思うんです
けれども、こういった現実がありました。

災害公営住宅での生活再建

　この真っ白になった土地の住宅の方々は、こう
いった形で高台移転を出します。先ほど示された
ところについては、町では震災後すぐに災害危険
区域に指定しまして、ここはもう住宅が建築でき
ないといった形になりました。被災した住民の方
が選べる高台移転の方法は、町が住宅用地を造成
して整備する防災集団移転、それから災害公営住
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宅、それから個別移転というこの３つになろうか
と思います。
　震災から１年も経たないうちに行った１回目の
意向調査では、それぞれこの３つがほぼ同じくら
いの割合での希望だったと思います。最終的に
は、町で事業を進めるこの２つの事業というのは
やっぱり遅れてきますので、こっちの個別移転の
ほうに人が流れていくといった状況になっており
ます。個別移転とは、自分で自分の用地、畑や田
んぼなどを造成してそこに家を建てるとか、ある
いは町外のアパートとかそういったところで再建
をするといった形になります。
　まず災害公営住宅ですが、南三陸町ではご覧の
ように８団地、合計738戸の住宅を整備いたしま
して、これについては昨年の３月末ですべて完成
をしております。これ小さい町だからできるんだ
と思うんですけれども、この８つの団地について
は町が大体の計画を立てるんですけれども、そこ
に申し込みの段階でどこに入りたいかというとこ
ろを申し込みを受け付けて、その申し込みのあっ
た分だけ数を整備していくということになりま
す。大きい市だとなかなかそれができなくて、も
うここにはこの戸数しか整備できないといったと

ころで抽選とかが生じてくるんですけれども、南
三陸町の場合はこの中で団地に入る抽選というの
が行われたのは多分１カ所で、ほぼほぼ希望どお
りの団地に入れる。そういう意味では、最低限の
コミュニティは確保されているのかなと。
　災害公営住宅整備していく中で、震災後から１
年後の24年３月に一番最初の整備計画を立てまし
た。そのときは一番最初は1,000戸目標だったん
です。当時の復興担当部署がほんとに７〜８名し
かいない状況の中で、これからどのぐらい職員を
増やせる体制になるのかというのも全く分かんな
い状況でした。この738戸を、当時は1,000戸でし
たけれども、もう１日も早くつくっていくという
のが至上命題でしたから、この整備手法について
はいろいろな選択肢をテーブルの上に置いて、ど
れが一番いいのかというところを選んでいったと
いう状況です。
　一番上の４団地（入谷・名足・志津川東・志津
川中央）、432戸についてはＵＲからの買い取り事
業として実施いたしました。ＵＲは特に大都市や
地方中心都市における市街地の整備改善、それか
ら賃貸住宅の供給の支援を行っている独立行政法
人ですが、こちらは震災直後に町とＵＲで協定を
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結んで、１日も早いまちづくりをしていきましょ
うというところで協定を結んでおります。南三陸
町だけでなくて、被災地の自治体かなり多くのと
ころにこのＵＲというのが支援に入っておりま
す。
　次に３団地（伊里前・戸倉・志津川西）、194戸
については、町から県への委託事業として実施し
ております。最初はこの738戸の中で、みんな町
営として最終的に整備するんですけれども、一部
県営住宅を建ててくれないかということで町から
要請をしましたが、県ではそれはできないと、町
からの委託事業としてなら受けるというところ
で、これについてはこういう形で事業をしており
ます。
　枡沢地区20戸については民間のプロポーザル
で、こちらも買い取り事業として実施しておりま
す。
　全団地に戸建住宅も用意しておりますが、こち
らについては町内の建設会社でこういった協議会
を設立していただいて、こちらも買い取り事業と
して実施しております。
　買い取り事業が多いのは、それまで例えば設計
とかそれから工事の概算払いとか、そういうのを
支払う必要がないと。できたときに一括して町か
ら支払うということで、資金調達が不要だったと
いうこと。それから、一番に行政のマンパワーが
不足している状況の中でこういう手法をとらざる
を得なかったといった状況となります。
　東日本大震災で特徴的な住宅のつくり、事例を
ちょっと紹介しますと、左上がこの住棟に緑、黄
色、青の色が示されているのが分かると思います。

高齢者が、同じ住棟が並ぶので自分の住棟が１回
外に出ちゃうとどこだったか分からなくなると。
被災地で宮城県内で一番最初にできた災害公営は
確か東松島だったと思うんですけど、そこはもう
こういう色の区別というのはしてなくて、多分そ
ういう状況の中で高齢者の方が随分迷うというこ
とで、途中からこういった色を使って住戸を知ら
せているといった感じになりました。
　右上が、集合住宅というと鉄筋コンクリート造
が主流だと思いますけれど、こちらは軽量鉄骨造
ということになります。よく大手のハウスメーカ
ーで部品、部材などを工場ですべてつくってきて、
現地でこういったパネルを組み合わせていくとい
うところになります。ちょっと課題はその上下階
と横のその遮音性というのが非常にちょっと心配
ではあったんですけど、これ震災以降の４年〜５
年の間でもうかなり技術的に向上して、鉄筋コン
クリート造とそうそう変わらないようなところま
で進歩しているといった状況であります。一番の
利点は鉄筋コンクリート造と比べると３カ月から
４カ月工期が短縮されるというところで、これも
南三陸町だけではなくて、ほかの被災自治体でも
この震災で多くの軽量鉄骨の建物が建てられたと
いった状況です。
　左下は集会所です。もともと震災前の町営住宅
には集会所なんてなかったんですけれども、今は
そのコミュニティのもととなるところが集会所で
すので、これは全団地に整備されております。
　あとは、右下は公園とかそういったところにあ
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るベンチ、それが防災かまどとして防災的な役割
を果たすといった事例でございます。

防災集団移転での生活再建

　次に防災集団移転ですが、これは災害公営住宅
より多い28団地に整備をいたしました。これをも
う少し集約していわゆるコンパクトシティみたい
なっていうところの考えもあるとは思うんですけ
れども、基本的に海の町で集落の結びつきが強い
といった状況で、やっぱり自分の船を見えるとこ
ろに再建したいという思いが強いと思います。防
災集団移転については、今回の東日本大震災の特
例で５戸以上が集まれば整備できるということに
なりましたので、一番小さいので５戸、それから
大きいので100戸以上、そういった大小さまざま
な団地がこのくらい整備をされているといった状
況となります。
　防災集団移転促進事業の概略のスケジュールと
なります。大体、事業計画を作ってから３年ぐら
い掛かります。一番はその合意形成の部分ですね、
できれば町は住民主体で議論をしていくように促
します。大きなところではまちづくり協議会とい
ったものをつくっていただいて、その中でどちら
かというと町はアドバイザー的なもので見守る、
見守るというか、そういった住民の議論を促して
いきます。この合意形成については、これだと半
年ぐらいというスケジュール観出してますが、１
年以上掛かるところもありますし、その中で１つ

の団地が２つの団地に分裂するとかそういったこ
ともあって、この合意形成の時間が最終的にその
再建までの時間にかなり影響してくるといった感
じとなります。
　左上が事業計画、土地利用計画を町のほうで立
てて、それから住民に議論をしていただいて、そ
れから造成とかに入っていくと。この期間が大体
３年ぐらい掛かるといった感じです。

被災者の再建意向確認と
住宅再建支援策

　災害公営住宅とか防集（防災集団移転促進事業）
とか、そこを整備するうえで、一番大事なところ
が被災者の方がどんな意向を持っているのかとい
うところの調査をしていく必要があります。南三
陸町の場合はかなり町外に避難をしている方が多
かったので、この再建意向の確認というのは結構
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困難を極めたような感じとなっております。
　平成24年１月末現在で、プレハブ仮設住宅
2,195戸のうち町外、隣接の登米市に整備した仮
設住宅が486戸、４分の１弱となっています。そ
れから民間賃貸住宅を活用して、それを仮設住宅
扱いにするといったみなし仮設住宅が973戸あっ
て、これは町内ではほんとにもう残ってるアパー
トなんてありませんでしたから、みんな登米市、
仙台市あたりの民間のアパートを借りてというと
ころで、大体このオレンジ色の数の方々が町外へ
避難をしていったと。やっぱり遠くにいると再建
の意向もなかなか確認しづらいというところもあ
ります。この２つ足すと町内56％、町外44％と。
仮設以外でも自主避難ということで例えば仙台
市、東京の息子さんの家に行ったり、親族宅に行
ったりという方もいらっしゃるので、ほぼほぼ町
外に行かれた方も５割近い数がいたといった状況
になります。
　再建意向の確認については、23年12月の第１
回調査から大体年１回程度実施してきておりま
す。その途中にも相談会、説明会の中で意向を継
続して確認をし続けております。その中でももち
ろん未回答者とかあるいは自主避難者、そういっ
た方々の意向の確認が困難になってきておりまし
た。戸数を決めるうえで仮申込み、事前登録とい
うものを実施しまして、本気度を調査するといっ
たところもあります。仮申込みに申し込みするん
だけども、別な再建になった方については申し込
みの取り下げをしないケースも多いので、そこが
整備計画を作るうえで非常に難しいところだった

と思います。
　28年度に入って、国のほうも再建が未定の方を
どんどん減らして早く復興をというところで、被
災者支援に関する意見交換会、タイトルはソフト
なんですけれども、要は被災市町をざぁーっと並
べて再建意向がそれぞれの町でどのぐらいあると
いうところの比較表を出されたりして、結構プレ
ッシャーを掛けられたというところがあります。
最終的にはというか、意向を固められないケース
というのも往々にしてありまして、なかなか金銭
的に家賃を払えないとかそういった方もいらっし
ゃいますので、再建に向けて例えば福祉サイドが
継続的に支援をしていくというところが必要にな
ってきます。
　戸数と区画はご覧のとおり、23年度は災害公営
住宅1,000戸、防災集団移転1,103区画というとこ
ろでスタートして、意向確認をずっと続けていっ
てだんだん減らしていきます。最終的にはこの戸
数・区画を整備するとなりますが、実際事業を終
えた28年度末の入居者数についてはこの数字で、
実は災害公営住宅については90戸、防災集団移転
については110区画の余りが生じているような状
況です。要因としては、何回も話しますが、時間
の経過によって意向が変わってきて町外での再建
に切り替えるような人が出てくると。
　最初のうちは、公営住宅１戸空けばその分国費
を返還しなくちゃならないという考えではいたん
ですが、なかなかこういった経過の中で非常に困
難でして、意向を決められない、意向を確認でき
ない人の分を反映させないともしかして入れない
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人も出てくるというところで、少し余分なという
ところも実際なかったわけではありませんが、実
際としてこのぐらい空きが生じてきていると。今
この２つの事業に関しては、一般開放ということ
で被災者以外も入居できるような状況になってい
ます。
　住宅再建支援策ということで、このとおり各種
再建方法に応じてさまざまな補助制度がありまし
て、被災者はこの制度を使ってどれがどの方法が
一番自分に合ってるのかというところを検討して
いきます。町の相談体制としては、それぞれの事
業ごとの相談会、あるいは住宅を建てる場合には
住宅金融支援機構、金融機関のその借り入れの関
係の相談というのも含めて、ワンストップ対応の
説明会を開催したりしております。
　町では月に１回から２回程度このような「復興
まちづくりニュース」を出しまして、リアルタイ
ムで町の情報、今の状況について町民の方にお知
らせしております。26年６月ごろは「災害公営住
宅間もなく入居始まりますが、その前に「くらし
の懇談会」という顔合わせ会をしますので参加し
てください」とか、あるいは「住宅再建相談会開
催しますので、ご希望の方は参加してください」
といったお知らせをしてきております。
　話は少し逆戻りするんですけれども、応急仮
設住宅の状況を若干説明させていただきます。
2,195戸、58団地に整備をいたしました。特徴的
なのが、一番戸数が多い350戸の団地が町外、登
米市に整備せざるを得なかったということ。それ
から学校の仮設です。町内のほとんどの小学校・

中学校の学校の敷地に仮設住宅を整備しなくては
ならなかった。震災前の防災計画上の仮設住宅建
設用地11カ所ありましたが、その中で半分の５カ
所が浸水をしてそこが使えなくなったということ
で、そこの残った６カ所以外に民有地や町外に仮
設住宅を建設したという経緯がございます。
　応急仮設住宅の入居戸数の推移についてはこの
ような形になっております。先月末の入居戸数は
84戸まで減少しまして、入居率は５％を切ってい
る状況です。30年度末で仮設住宅はすべて解体・
解消する見込みとなっております。
　仮設住宅はその敷地を原状復帰する必要がある
と、団地の機能維持の必要があると、防犯考慮も
考えて仮設住宅の集約化を進めていく必要があり
ました。町の方針として、入居率50％の時期に自
治会と協議を始めて、入居率30％の時期に集約を
実施すると。100戸の団地があれば30戸に入居世
帯が減ったときに集約を実施するというところ
で、なかなかそういった規模の住宅を違う団地に
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持っていくというところは非常に労力を使うこと
になります。結局、計画としてはこういう計画を
立てましたが、実際は仮設住宅の集約はほとんど
行いませんでした。先月末現在30戸くらいですか
ね、仮設住宅2,195戸あって、半分くらいのとき
に集約計画を立てましたから、1,200戸あたりの
ときに集約計画を立てて、最終的に行った集約と
いうのは30軒程度となります。
　説明会も回りますが、入居者の理解を得られな
ければ、もうそこでストップをします。再建が例

えば３カ月先、半年先、そういった状況のときは
もう引っ越し引っ越しと続きますので、そういっ
た場合も集約は避けます。ただ、残る世帯が２〜
３世帯、そういった場合になってくると、防犯上
の観点それから団地の機能維持がうまくいかなく
なるということで、ここは説明をさせていただい
て集約をしていくといった状況です。これには地
権者の理解が結構理解していただいたところが大
きかったと思います。地権者の方がそこを住宅用
地を返してくれと言ったケースは、ほぼ２〜３カ
所程度かと思います。
　あとは、第一に、その再建の意欲を失わせない
ということが大事なのかなと思います。引っ越し
が続きますと、もう何かそういった意欲もうせて
しまうといった状況も考えられましたので、でき
れば仮設からすぐそこの再建先に移っていただく
と、気持ちよく再建していただくというところを
第一に考えておりました。

仮設住宅での諸課題と心のケア

　ここからちょっとソフト面の支援について報告
をさせていただきます。
　仮設住宅では、いろんなこういった課題があり
ます。なかなか高齢者や障害者が生活しにくい構
造があったり、自治会がなかなか立ち上がらない
といった状況が続きました。さらに入居時期によ
って、入居者もいろいろな課題を抱えていくこと
になります。例えば最初は新しい仮設住宅でのコ
ミュニティ構築、これを煩わしく思うような方も
中にはいらっしゃいます。
　２年ぐらい経つと団地内のトラブル、近隣トラ
ブルが少し出てくるようになります。２年間みん
な我慢してやってきたんだけれども、そこで何か
ふとその我慢の糸というか、そういうのが切れて、
近隣の騒音トラブルとかそういうのに発展してい
きます。また、入居者がこのときだんだん減って
きますので空き住戸が出てくると、そうした場合
に例えばもう１部屋貸してくれとか、人数が多い
ので貸してくれとか、あと高校生とか受験の勉強
をしなくちゃいけないので空き部屋を貸してくれ
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とか、そういった要望が出てきます。そういった
とき、町は一定のルールを決めて、こういうケー
スは優先順位をつけて貸していくといった形にな
ります。
　27年ごろに集約化のうわさを経て、自分も動か
されるんじゃないかといった不安に思われる方が
出てきます。最後、入居率50％ぐらいを下回ると、
もうどんどん周りの方が再建をされていくので、
自分は取り残された感を感じて、なかなかここま
で来ると、夜も眠れないとかそういった健康被害
というのが、特に高齢者の方は多く見られるよう
な形になります。こうした課題を町では社会福祉
協議会に委託事業として、社会福祉協議会で被災
者生活支援センターというのを立ち上げて被災者
の見守りの事業を行います。ここはほんとに震災
直後に建てられたプレハブの事務所で、右側に社
協の支援センターが入って、左側が私たちの役場
の被災者支援係が入って、町と社協で連携をしな
がら、情報共有をしながら被災者の支援にあたる
と。

　こういうように、これは男性の支援員で珍しい
んですけれども、このような形で仮設住宅を巡回
していくと。それも特に全部回るというわけでは
なくて、リスクレベル、この人はちょっと要注意
というか、見守りが必要だというところをランク
づけして、１週間で１回でいいか、３日で１回で
いいかというところをリスクレベルをつけて巡回
をしていくといった形です。もともと阪神・淡路
大震災の孤独死というのが２年間で120人という
ところがありますので、南三陸町ではこれをゼロ
にするという強い気持ちのもと、事業を立ち上げ
ております。
　国のほうでもそういったモデル的なものがあっ
て、専門職によるその被災者支援というモデルは
あるんですけれども、実際この震災で、もう規模
が違いますから、さらにどこまで復興に期間が掛
かるのか分からない状況でしたので、そういうと
きにはその地域住民の力を生かしていこうという
ことで、町民が町民を、被災者が被災者を見守る
といったシステムを構築しました。被災で職を失
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った方、特に40代、50代の主婦層を従来の緊急雇
用の事業を使って社協のほうで雇用いたしまし
て、その方たちが支援員となって見守りの事業を
進めていったというところになります。気を落と
している方も随分いましたので、復興への意欲を
この支援員さん方が醸成していったり、あるいは
助けるだけではなくて、その仮設の団地でしっか
りとしたコミュニティによる自主的行動ができる
ように側面的支援といいますか、そういったとこ
ろを念頭に置いて事業を進めていったところで
す。
　それぞれ地域の中にサテライトセンターという
のを設けて、すぐ被災者に何か異変を感じれば、
近くから支援員が駆けつけられるようにというと
ころで、このような体制を設けております。その
被災者生活支援センターは、毎朝このような朝ミ
ーティングというのを実施します。これは24年の
写真ですのでかなり支援員さんも多いですけれど
も、今は５〜６人ぐらいでやっています。それぞ
れ昨日何が起こったか、その件に対してどのよう

な対応をしていったらいいのかというのを、みん
なで考えながら進めていきます。支援員の方も最
初はほんとに「昨日何々がありました」という報
告ぐらいだったのが、やっぱり経験をしていくと
いろんな対応方法を自分から積極的に提案したり
といったところで、スキルアップが図られるよう
になります。
　当時、南三陸町にも大学の先生とか優秀な方が
入って、23年に震災復興計画32年までのその支援
体制というのを、もうこの10年間の体制をすっか
り決めております。災害公営住宅が整備される時
期というのは大体分かっていましたので、それに
合わせた、復興のフェーズに合わせた見守り体制
を10年間の計画を立てておりました。私も27年か
らこの係に来たんですけれども、財源の部分をち
ょっと考えるくらいで、このようなレールが引か
れておりましたので随分助けられたというところ
があります。
　仮設住宅から災害公営住宅に移ると、今度はＬ
ＳＡという集会所に常駐される支援員さん、こう
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いうのも事業として進めていくことになります。
支援員の財源については、先ほど言った緊急雇用
とか地域支え合い体制づくりとか既存の補助事業
を活用してやってきましたが、それも27年度で終
了するということで、このあと財源についてどう
なるのかといったところで、復興庁は被災者支援
総合交付金というのを創設いたしました。やはり
復興後期５年というのは、さらにその被災者のケ
ア、ソフトの事業を充実させていってほしいとい
うところで、仮設住宅と災害公営住宅の垣根を取
っ払って使い勝手のいい交付金として生まれ変わ
って、現在もこの交付金を使ってＬＳＡ事業など
をしております。
　災害公営住宅では、このような高齢化、さらに
は仮設住宅からもう１回そのコミュニティが分裂
しますので、コミュニティの再構築、あるいは生
活弱者の支援というのが課題となっておりまし
た。整備部局の復興事業推進課、管理部局の建設
課、それから福祉部局の保健福祉課、３課で連携
をいたしまして、25年から27年まで開催された災

害公営住宅整備検討会で、どのような住宅を整備
していくかというのを検討しております。
　この中で３点。まず設計の部分では福祉配慮住
宅ということで、例えば、住棟を玄関同士を一対
とした、そういった入居者同士が顔が会いやすく
するといったそういった設計の仕様にしたり、そ
れから見守り支援は仮設住宅から継続して実施す
ると。さらに高齢化というのは、かなりそのとき
でも50％近い高齢化率が予想されておりましたの
で、上の２つの事業を補完する意味で災害公営住
宅の隣接地に高齢者生活支援施設、これはデイサ
ービスとそれから見守りの拠点などの事業を融合
させた施設を整備するということで、これで対応
していくというところで計画を立てております。
　ＬＳＡについては集会所に常駐をしておりま
す、現在６集会所14名のＬＳＡが常駐しておりま
す。これは集会所の写真ですけれども、この方た
ちはＬＳＡではなくて、ＬＳＡはこの奥の方、相
談室にいる方です。極端な話、従来だと巡回して
見守りとか、相談室に行って相談を受け付けると
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いったところがＬＳＡの業務なのかなと思います
けれども、南三陸町の場合は、そのコミュニティ
形成をしっかりと支援していくというところに比
重を置いた活動をしております。いかに高齢者の
方をこの集会所に呼んでくるか、引っ張ってくる
かというところに重きを置いて活動しているとこ
ろです。入居前には、その生活支援員（ＬＳＡ）
が常駐しますというところをチラシなど
で配布して、事前にお知らせをしており
ます。
　それから、コミュニティに配慮した災
害公営住宅ということで、上の絵は志津
川東西団地、８つの棟の真ん中に大きな
中央広場を設けて、そこを奥側の集会所
とともにコミュニティ形成の拠点とする
というところで考えております。また、
これは先ほど申しましたが、玄関を対に
させた形で、入居者同士で顔を会わせる
ような機会を多くつくるといった空間を
整備しています。
　先ほど３番目で高齢者生活支援施設と
いうところが出てきましたが、これが実
は町が構想を立てて公募のプロポーザル
で整備・運営する事業者を選んだところ、
南三陸町の社会福祉協議会に決定して現
在整備を進めております。今年の４月に
開設予定です。その施設をデイサービス
とかそういったところだけではなくて、
しっかり多世代の方々の交流拠点として
運営していこうと。そのためにはやっぱ
り住民の方の参画が大事だということで、
今年１年間を掛けて、町、社協それから
入居者、あるいはＮＰＯの方々を検討会
に呼んで、どうしたらこの施設を交流の
拠点、みんなが集まるような拠点にして
いくのかと、あるいはこの施設でこんな
ことをやりたい、あんなことをやりたい
というところを議論している様子です。
　高齢化率がこのとおり25年の仮申込み
のときには48.1％だったんですけれども、
29年３月末現在の数字になりますが、も
う59.8％になってしまっていると。町内

全体ではなくて、一番高齢化率が高い志津川東地
区というところの団地の高齢化率です。そこがほ
とんど６割の方が高齢者といった状況になってお
ります。そういった意味でも、先ほどの３つの計
画を確実に実行、事業を運営していくというとこ
ろが大事なのかなというふうに思います。
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公共施設等の現状と
人口及び決算額の推移

　最後に、公共施設等の整備状況というところで
何点か写真を用意いたしました。本庁舎です。昨
年９月に開庁しております。災害対応非常用発電
については７日間運転継続できるといった、そう
いった設備を持っております。それから、これは
役場庁舎より一足早くできた病院とケアセンター
になります。医療、福祉それから健康増進、そう
いったところの連携で、元気なまちづくりを目指
す拠点となっております。それから地方卸売市場、
これは27年度ぐらいに完成しておりま
す。高知のほうでも進んでいると思い
ますけれども、水産物の品質保持それ
から衛生管理、これを高い水準で維持
していくといった施設となっておりま
す。
　防潮堤については、これは背後地の
様子ですが、今の状況ではなかなか完
成している防潮堤は少ないです。来年
ぐらいから32年度まで掛けて、急ピッ
チでまた進められるかと思います。こ
れ志津川小学校から市街地方面を撮っ
た写真です。ここら辺の河川堤防は大

体できてきております。ここら辺にさんさん商店
街ということで、こちらも大体10メートルぐらい
のかさ上げをしているという状況です。あと、こ
こら辺には運動公園が今後整備される予定です
し、こっちは震災復興記念公園ということで、こ
こら辺はあと３年ぐらいでもう少し時間が掛かる
といった状況になっております。
　この河川堤防、少しアップするとこの写真にな
ります。これが防災対策庁舎です。河川堤防が大
体８メートルから９メートルくらいですので、今
防災対策庁舎はこのように、もうこっちの方面か
ら見ると防潮堤の陰に隠れて、もうほんとに上の
１メートルぐらいしか見えないといった状況にな
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っております。この防災対策庁舎を含めて、
こっちのところで震災復興記念公園を今計画
を立てて事業を進めようとしております。
　これは最終的な完成予想図ということで
す。もうすっかりここはかさ上げとかはして
終わっておりまして、さんさん商店街、それ
からこちらのほうにもようやく去年の夏にス
ーパーとかができあがって、それまでは登米
市とか気仙沼市に買い物に行かなくてはなら
ない状況だったんですが、町の中でその買い
物が用を足せるといった状況にまでなってき
ました。
　最後に、３点ほどグラフを用意しました。
震災前後の人口推移ということで、すみませ
ん、更新し忘れて28年の４月までとなってお
りますが、このような形で人口は減ってきて
いると、今は１万3,200人とかそのくらいの
数字です。町の決算額の推移ということで、
ご覧のように24年度は977億、一定震災前の
10倍にも達するような決算額となりました。
大体それぞれの年度の９割が復興事業関連の
決算となっております。最後です。全国自治
体からの支援職員の方々のおかげでようやく
ここまで来たんですけれども、平成27年度・
28年度がピークで110名くらいです。これか
らだんだん右肩下がりに支援の数は減ってく
るということで、30年度は70人くらいという
ところで計画されているようです。
　ありがとうございました。 
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 報告２

南三陸町の復興状況 ②

　　　　宮城県南三陸町教育委員会　生涯学習課長　三　浦　勝　美　氏

はじめに

　皆さん、こんにちは。南三陸町から参りました
三浦勝美と申します。４年前もこの場所で報告さ
せていただきました。また、こちらで７年経過し
た状況を皆さまに報告させていただきます。
　「南三陸町の復興状況等」という資料をご覧い
ただきたいと思います。
　まず、簡単に箇条書きで、この震災で悪かった
面、逆にいいこともあったという部分もあえて、
まあ大抵悪いことなんですけど、いいこともあっ
たよということを皆さまにお伝えしたいなと思
って、こんなつくりをしてみました。やっぱり悪
いことだけでは我々もつらすぎるので、こんない
いこともほんとに皆さまのいろんなご支援があっ
て、予想もつかないいいこともあったのでお伝え
したいと思います。

ハード部門の悪い面

　まず最初にハード部門ですけれども、悪い面か
ら始めたいと思います。
　まず、国道、防潮堤の建設が遅れています。こ
れは用地取得などの遅れが見られるという部分で
あります。平成32年度で国の復興の補助金が終了
いたします。あと３年、10年間で、それが切れる
と復興事業がもう進まなくなってしまうと。あと
３年で町の復興事業を終わらせなくてはいけない
んですが、それが完成が微妙な状況になっており
ます。これは現在、高台にそれぞれ住宅建設や災
害公営住宅へ入居が進みまして、仮設住宅の解体
は始まっております。
　仮設住宅の解体については30年度でほとんどが

終了する見込みでありますが、現在の課題として
は、及川が申し上げましたが商店街付近の国道整
備がまだできてないのと、それから防潮堤がまだ
進み具合が悪い。それから松原公園、復興記念公
園の整備がまだできておりません。それから、平
成の森の林間広場という場所が仮設住宅を建てて
しまったので、それを解体して復活させるための
時間が必要になってきます。それらが遅れている
状況であります。用地取得の遅れであったり、ま
だその防潮堤の不要論などが各住民の皆さまから
は持っているようであります。
　次に、住民の仮設住宅からの高台へ住宅再建が、
予想以上に遅れている状況にあります。年数経過
による住民の気持ちの変化や、それから資金不足
による住宅再建のあきらめだったり、仮設住宅の
無償経費による居心地の良さというのがあるんで
すけど、仮設住宅って経費が掛からないんです。
自分で払わなくてもいいという状況なもんですか
ら、災害公営住宅に入居すると住宅料を支払わな
くてはいけませんし、新築すれば新築した経費が
掛かります。できるだけ引き延ばしたほうが、仮
設住宅の暮らしだと生活費（光熱費）が掛からな
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いのでそのほうがいいという気持ちもあるので、
なかなか遅れてるという部分も、住民の皆さんも
いらっしゃるようでございます。
　それから、あと公共施設を同時に建設するため、
20年後の修復経費が多額になる予想があります。
何せ町の被害を受けたすべての施設一斉につくる
もんですから、いずれ20年後それ以降に同時に復
旧する経費、修復する経費が一斉にやってくると
いう問題がかかわってきます。それが役場として
は公共施設マネジメント計画ということで、それ
らを策定して来るべき修復経費の対応を考えてい
くという問題が将来の問題としてあります。
　続きまして、人口減少による地方交付税の減少。
地方交付税は国勢調査の人口により算出するもの
でして、震災前の平成23年２月末で１万7,666人が
29年12月末で１万3,210人、4,456人が減少していま
すので、これによって地方交付税が減ってくるこ
とになります。人口減少の大きさについては、全
国でもワースト１位、２位を争っています。もと
もとこの南三陸町は地方交付税に依存している町
ですので、国勢調査人口が減少することが大変な
痛手になってきます。
　ただ、一応激変緩和措置、急に下がってそれが
交付税に反映されると大変だということもあるの
で、激変緩和措置がとられるようではありますけ
ども、いずれその地方交付税が減少するというこ
とで、平成32年度復興予算が終了したときに派遣
職員の皆さまのお手伝いも終了してしまいます。
そうすると、我々地元職員のみで行政運営を行う
ことにもなってくるので、現在いろんなその諸経
費を我々の人件費も含めて、いろんな組織改革・
行政改革を計画中の状況であります。
　次に、鉄路の復旧をあきらめバス（ＢＲＴ）へ変
更ということで、ＢＲＴというバスに今変更して
あります。ＪＲ東日本は黒字経営なんですけれど
も、国は鉄路の復旧費の黒字経営のＪＲに対して
は援助をしないという方針を決めております。も
しもこの鉄路を復旧しようとするとどうしても町
の負担も出てきますので、それが余りにも多額な
ためにちょっとそれはできないという状況にあり
ます。そして、津波で被災した線路をＢＲＴのバ
ス専用路線に変更の整備中になっております。も

ともと気仙沼線というのは赤字路線でもあって、
鉄路を復旧しても、便利ではあるんですけど、私
も高校時代に通学に利用させていただきました
が、実際のところ利用者は少ない状況であります
ので、今も気仙沼や南三陸町で住民の要望のほう
は根強くあるんですけども、なかなかこれを鉄路
を復旧したとすると大変な財政負担になってしま
うので、現在は鉄路の復旧をしないような方向に
なっております。
　それから、高台にアパート用地がなくて、移住
者が定住できなかったという現状があります。し
かし、最近は少しずつアパートが建設されたり、
また災害公営住宅に被災者以外の希望者の申し込
みが開始されようとしております。国の補助事業
による高台の造成整備のために、被災者数を想定
した整備計画になっています。災害公営住宅の入
居希望のキャンセルがあったとしても、簡単に被
災者ではない一般の方を入居させるということが
法律上はできなかったんです。しかしながら、法
律上できなかったために、いろんな支援を南三陸
町に来て暮らして、いろんな生活をしてみたいと
かそういうことができなくて、今までそういう現
状にありました。何せそういうつながりやってい
る希望もあったので、これからは都会、関東地方
とかによりますともっと多分定住希望者ってある
と思うんですけど、南三陸町も少なからずそうい
う方々もいて、そういう方々にこれからも住んで
いただいて、まちづくり一緒にお手伝いいただけ
ればなという考えがあります。
　それから、あと国の補助はあるんですけど、事
業計画、実施主体は町であるため町職員が主導し
なければならないという状況でした。経験のない
事業推進を余儀なくされる。派遣職員、ＵＲ、Ｕ
Ｒとは先ほど申し上げました都市再生機構という
ところであります。ＵＲへ委託事業などにより事
業推進を行ってまいりました。私個人的には震災
があって、その復旧事業はとてつもない町の再生
だと思っていましたので、てっきり国が主導して
町をつくってくれるもんだと思っていました。と
ころが、復興計画から工事主体までを南三陸町が
主体となって、いろんなお手伝いをいただきなが
ら主体となってやるようになってしまいます。技
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術者を中心に全国から派遣職員にお手伝いに来て
いただきながら、事務作業をしていただきました。
ほんとに大変な事業をよくここまでご支援をいた
だきながら、町の職員も進めてきてくれたなとほ
んとにつくづく思います。
　そして、住宅再建の際、金融機関は将来返済見
込みのない町民には住宅再建資金を貸さない。住
宅を建てるのに銀行などの融資が必要なんですけ
ども、高年齢の方や退職間近など返済能力を見て
融資を実施しているようです。これ何とかならな
いのかなと思ってきたんですけども、ほんとに金
融機関はその辺はシビアです。資金の融通をして
くれないという状況がありました。もちろん金融
機関だって生活が掛かっていますので、その辺は
シビアなのかなとは思います。

ハード部門の良い面

　次に、良い面。良い面なんですけども、復興予
算がほぼ100％補助により、町の負担が少なかった

という状況でありました。東日本大震災の復興の
予算についてはそのような状況かと思います。こ
の南三陸町を改造するための経費に、一般財源で
はとても多額で町の財政はもちませんでした。一
部、伊里前商店街の復興経費という部分が町の一
般財源の手出し部分はありましたけど、ほぼほぼ
復興するための復興経費については地方交付税に
算入されたり、国からの補助が使われて、ほんと
に助けていただいたと思っております。
　それから、商店街で「キラキラ丼」などのＰＲ
に集客増、被災地の仮設商店街ではダントツの集
客でありました。ホテル観洋などとの連携もあり、
来客の誘導が功を奏したのかという思いがありま
す。東日本大震災の被災地で復興商店街で、普通
は復興商店街では平日の昼食時は、私が見た感じ、
例えば気仙沼だったり石巻だったり、そういう地
域はせいぜい工事車両のお客さんしかお客として
入ってお昼を食べられてなかったんじゃないかな
と思います。平日の観光客まではそんなには少な
い状況でした。
　わが町のさんさん商店街はホテル観洋が近くに
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・商店街が「キラキラ丼」などのＰＲにより集客増（被災地の仮設商店街ではダント
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ありましたし、防災対策庁舎や震災の語り部ツア
ーなどというのもあったりして、商店街の集客に
地理的条件が揃っていたのかなと。あと、現在も
この商店街にキラキラ丼を目標に立ち寄っていた
だけるお客さまがいまだにいらっしゃる状況であ
ります。この辺のダントツの集客になってるとい
う理由については、私もはっきり何とも申し上げ
られないんですが、この商店街のやっぱり皆さま
の熱意だったり、ほんとに生きていくための努力
であったり、それが功を奏したのかなと今はそう
思っております。
　それから、被災地では一番早い役場庁舎建設を
していただきました。震災で行政機能を失った反
省点もあることから、役場庁舎建設についてはあ
まり町民のほうから反対意見は少なかったと思い
ます。住宅再建と並行して、この役場庁舎建設が
進むことができたかなと思っております。また、
病院や各施設にはたくさんの国からの援助もあっ
たのでこういう役場庁舎の施設整備もできたのか
なと、ほんとに皆さまに感謝を申し上げたいと思
います。

　そして、すべての住居を高台に建設し、津波か
らの不安が減少しました。震度３程度の地震は頻
繁に今もあります。住民は、住居がもう高台にあ
るため現在は津波の心配はなくなってます。地震
後も安心して実はもう眠ることができると。今ま
では地震が頻繁にあっても津波の心配もありまし
たが、今は高いところでみんな暮らしています。
お店とかなりわいの部分は津波の浸水区域にはあ
りますけども、現在は皆さんほぼほぼ高いところ
に住居を構えているのでこういう状況になってお
ります。
　続いて、流失した公共施設、各集会所が新築を
していただいたという状況であります。おかげさ
まで被災した地域の公共施設は集会所をほんとに
全国の皆様の、世界からのご支援をいただきなが
ら、こうしていろんな施設が新しくつくれたのは
ほんとに皆さまのおかげだと思っております。
　それから、三陸縦貫自動車道が町内まで早期開
通したという状況であります。有事の際の災害対
応道路として整備に拍車がかかりました。町内の
主要道路である国道45号線というのがあるんです

・運動機会が減ったため、子ども達や住民の運動不足増加（工事車両の往来のため小

中学生はバス送迎） 
 
・外国人の観光客が少ない（宮城県は少ない。仙台市からのアクセスが悪い） 
 
 
○良い面 
 
・被災報道により町の知名度が急上昇 
 
・被災地の中では義援金が多額（当時、毎日午後４時に町長の記者会見開催し、日々

の状況を説明し、マスコミに取り上げられることに繋がったか？） 
 
・全国、日本中から有名人も含め、たくさんのボランティア支援があった 
 
・現在も町長の全国行脚により職員充足率は、ほぼ１００％の派遣職員（他市町は不

足） 
 
・これまで各企業、団体の支援で復興イベント、仮設住宅訪問などが行われた 
 
・6年経過後も大学生などのボランティア訪問がある（各浜地域の繋がり継続） 
 
・震災後の支援の絆により、移住者が増えた。この町の振興のお手伝い、参加をして

いただいている。 
 
・漁業支援などボランティア受け入れを継続したため、たくさんの方々との絆ができ

た。（ある町では早々に受付を終了したため、来訪者が途絶えた） 
 
・漁業利益のある地域は若い人も隣町への転出者が少ない 
 
・中学校で震災に対応した生徒による防災訓練を継続している（徒歩による登校訓練、

避難所本部運営、トイレ製作、炊き出し、放水訓練、けが人、小学生避難対応） 
 
 
 
 
 
あらためて・・・命をまもるために 

 
◎逃げる行動 
 
○誰かが逃げる号令を 
	 大人数で逃げずにとどまっていると、それが良い判断だと自分に言い聞かせてしま

う。また、自分ひとりだけ逃げられない。 
 
◎逃げるための携行品 
 
○避難用持出袋 
	 自宅や自家用車に準備を 
 
○お薬手帳 
自分が服用している薬の明細を携行（医者が体調を知らないので対処できない。有

事の際、命に関わる） 
 
○写真の入った自分を証明できるもの（免許証やマイナンバーカード） 
	 自分を証明できないと銀行借り入れ、各諸証明、義援金、支援金申請ができない 
 
○預金カード 
	 預金をおろすことができる。義援金、支援金の申請時、口座を伝えることができる。 
 
○携帯電話 
	 情報収集や電話不通でもメールなど何とか所在を伝えることができる。 
 
○ライフジャケット 
	 経験上、ぜひ自家用車、職場、避難タワー、玄関に準備をお願いします。 
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けど、この東日本大震災でところどころ津波によ
り決壊しまして交通網はまひしました。救助など
の通行ができなくなったという状況であります。
この経験により、途中まで計画中だった三陸縦貫
自動車道の予算が加速して付いたもんですから、
南三陸町内までの延伸がかなり早まりました。現
在歌津インターというところまで開通しまして、
ちょうど私の家の隣にインターができまして、庭
から３秒でインターに乗ることができるという、
とてもらくちんな生活になっております。その三
陸道ができることによって、津波の浸水を受ける
ことはないのでいろんな対策に、いろんな避難道
であったり、そういう国に進めてもらってます。
いずれ３年も経たずに気仙沼から仙台まで一気に
結びつくんではないかなと思われます。
　それから、あと、建設には台湾であったり、イ
スラエルの赤十字資金、オーストラリアなどその
他各国からの支援がありました。この東日本大震
災で南三陸町の知名度が格段に上がりました。ほ
んとに全国の皆さまに知っていただいたような形
で、私たちがほんとにびっくりするほど、なぜ南
三陸町を知ってるんですかというぐらいほんとに
知っていただいた状況もありました。そういうこ
ともあるのかなと思っております。台湾の皆さま
などほんとにたくさんご支援をいただきました。
今回台湾で地震がありました。早速、わが町でも
募金活動を町内に８カ所開始してる状況でありま
す。

ソフト部門の悪い面

　次に、ソフト部門であります。
　まず、悪い面。住民も家族、住家をなくし、失
望の生活が続く。これはずっと報道のとおりであ
ります。死者620人、行方不明者211人、被災住宅
は3,321戸、全戸の61.94％であります。改めて、震
災があって当時ほんとに希望が見えない生活、そ
して業務を強いられました。笑うことができない
生活だったので、ほんとにそのつらさは忘れるこ
とはできませんし、東日本大震災のことを考えな
い日は１日も現在も私自身はありません。ほんと
に大変な状況でここまで来ました。しかしながら、
住民の皆さまの雰囲気が少しずつ穏やかになって
きてると思っております。それと並行して、住民
の皆さまの様子とともに私たちも少しずつ明るく
なってきてるなあという、そういう思いでありま
す。
　それから、隣の市街地に転出者が続出。これは
登米市が中心となります。登米市に隣接している
地域の住民が早期住宅建築を隣市、登米市のこと
なんですけど、隣市に求める傾向にあります。高
齢者の方を抱えているご家族は、早く安心してい
ただくために新築した家に住まわせたいというこ
とで、やむを得ず便利な登米市のほうに住宅を建
設したという傾向にあります。これはどうしても
避けられないのかなあという部分はあります。隣
の登米市にある一部の地域には、南三陸町志津川

地区の皆さんが多数固まって新築して
いて、ほんとにリトル志津川というよ
うな言い方をしてしまうような、そん
な感じで住んでるという状況にもなっ
ております。
　それから、あと、行政各部署の住民
データが流失しました。住民基本台帳
や税データは約５日分、それから住宅
料、奨学金、給食費などの単独端末に
よる管理のすべてを流失しました。現
在はいろんな対策の中で、各行政のほ
うは、こういうデータをいざ南海トラ
フ地震で被害があってもバックアップ
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できるような体制にあろうかと思いますが、当時
わが町の場合ですと、その１つのパソコンで管理
してたようないろんなデータが流失してしまっ
て、それを復元できない状況にありまして、これ
が後々大変な処理に、回収もできないという状況
にありましたもんですから、データに関してはほ
んとにしっかり管理ができたらなと思います。
　それから、職員は、震災直後１年は被災住民の
生活支援に奔走することになりました。住民の皆
さまの生活が維持できるようにするために、まず
早速始めなくてはいけないのが家の流失、被害を
受けた家の被害判定をしなくてはいけない事務が
出てきます。それによって、今度はその判定によ
っては仮設住宅の提供であったり、生活再建支援
金の提供であったり、そういう業務が早速始まっ
ていきますので、行政の中でそういう業務を中心
に奔走することになりました。
　それから、復興事務に翻弄され、耐えられず退
職した職員もおります。希望が見えない状況とい
うのが続きますので、毎日残業など苦しさに耐え
られなかったと思っております。自分自身もほん
とに職場の帰りの車の中で毎日泣けてきたという
日々、人目につかない空間で泣けてしまうという
日々が続いたような記憶があります。
　それから、極端な人口減少ということが起きて
おります。漁業地域以外は激減しております。早
期の安心できる場所を求めるため、どうしても隣
の市に住宅を求める方が多かったという状況であ
ります。漁業地域以外というのは、南三陸町は漁
業のなりわい、養殖だったり、その収益のなりわ
いの比率が大きいもんですから、その方々はそん
なに町を離れるとかそういうことは少ない状況に
あります。ですので、それ以外の方々は今もう壊
れてる南三陸町にこだわっている意味がないと思
われる、判断される方とかはどうしても離れてし
まうとか、そういう状況にありました。
　災害公営住宅には高齢者中心のため、コミュニ
ティの担い手が不足という部分があります。住宅
を新築をしない高齢者の方々が多いので、どうし
ても災害公営住宅に若い人がいない状況が現在は
あります。そうなると、地域活動の中でのそうい
うコミュニティのリーダーのなり手がなかなかい

ないという状況になってしまうことがあります。
これから災害公営住宅だったり、そこに若い人と
か暮らしていただければ、だんだんそういうよう
なことも解消されるのかなとは思っております。
　それから、平成33年度には、復興予算終了のため
に派遣職員の方々もいなくなって地元職員で業務
になると。震災前の業務量には戻れないという状
況にあります。どうしてもまだまだ震災前にあり
得ないような業務が行政には残ってしまいます。
復興支援の部分だったり生活再建、その部分の仕
事が必ずこれからも残っていくだろうと思います
ので、どうしても職員のやっぱり行政改革の中で
組織再編というのが必要になってくるのかなと思
っております。
　それから、急激な若手職員の採用により、経験
不足職員が増加という可能性があります。南三陸
町は津波で職員が30数名死んでおりますので、そ
の補充のために若い職員の方々をこの７年間で採
用しております。20代の職員を多分30名以上も採
用されているという状況がありますので、どうし
ても経験値を増やせないままどんどん昇進してい
くということが予想されますので、そういう問題
があります。
　それから、住宅再建は完了したんですが、住民
の皆さまそれぞれには借金生活が続きます。ほと
んどの新築住宅は多分3,000万以上の家だと思い
ます。そして金融機関から融資を受けて再建はさ
れてると思うので、皆さん明るく暮らし始めては
いるんですが、やはり借金という部分ではどうし
てもそれはつきまとう生活があると思います。
　次に、運動機会が減ったために子どもたちや住
民の運動不足が増加してます。現在町の中は今で
も工事車両の往来が激しいので、小中学生はバス
の送迎になっております。これによって肥満指数
は南三陸町の子どもも大人も高かったんですけ
ど、運動施設も被災してないという状況でもある
ので、住民の運動機会を増やす必要が現在はあり
ます。間もなく仮設住宅が解体が今進んでいるの
で校庭がやっと使えるとか、そういう環境は整い
始めてはいるんですが、子どもたちの運動機会を
増やさなければならないというのは、私も生涯学
習課として課題の１つであります。
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　それから、外国人の観光客が少ない。宮城県は
少ないほうで、南三陸町は仙台市からのアクセス
も悪い状況にあります。日本各地で外国人の観光
ブームになってるんですけど、南三陸町では外国
人を見かけることは少ないので、何とかもっと独
自の外国人に魅力のあるような展開を、そういう
ことを考えてると思います。

ソフト部門の良い面

　次に、良い面を申し上げたいと思います。
　被災報道により町の知名度が急上昇しました。
これまで四国、九州、中国地方など、どこに行っ
ても町の名前を知っていただきました。町長が、
この南三陸町が震災してから毎日午後４時から町
長の定例記者会見というのをやりました。その中
で報道されて知名度が上がっていったのかなとい
う思いがあります。日々の状況を説明して、ほん
とにマスコミに取り上げていただいたことが、そ
ういうつながっていったのかなという思いがあり
ます。
　義援金を全国の皆さまからいただきましたが、
南三陸町は被災地で第３位というふうなことをど
っかのニュースで聞きました。石巻だったり大き
い市はあるんですけど、南三陸が小さい町で第３
位になったということは、それだけ皆さまに知っ
ていただいてほんとにたくさんのご支援をいただ
きました。ほんとに感謝申し上げる次第でありま
す。
　全国日本中から、有名人も含めたくさんのボラ
ンティア支援がありました。ほんとに芸能人の皆
さまや全国の皆さまにご支援に来ていただきまし
た。全国にこうしてたくさんの方々とつながりを
持たしていただいたのは、ほんとにわが町の財産
だと思っております。
　現在も町長が全国行脚により、職員の充足率は
ほぼ100％の派遣職員の状況であります。他の被災
地の市町村は100％に満たしておりません。わが町
の佐藤町長は、議会開催時期とか以外はとにかく
スケジュールを見て、全国のご支援をいただいた
各県市町に訪問をして、感謝とそれから次年度の

派遣職員の依頼を行っております。そういうとこ
ろが多分ほかの地域の自治体と違うところだと思
います。それでこれまでもほぼ100％の派遣職員の
方々に来ていただいている状況であります。
　そして、あと、これまで各企業、団体の支援で復
興イベントや仮設住宅訪問などが行われました。
ほんとにこの７年経っても大手企業などたくさん
の団体より、物資提供であったりイベント開催な
どご尽力をいただいております。南三陸町は、こ
の平成29年度においても毎週何かイベントがあり
ます。行事・イベントがあって、例えばそれが観
光の関係であったり、生涯学習課のスポーツ事業
であったり、私も月の３週間は毎回土日行事だっ
たりというような状況でして、ほんとにマスコミ
でも毎週、毎日ほんとにニュースになってるよう
な感じですかね、今でもいろんな行事があってそ
ういう状況があります。いろんな企業さんのご支
援でイベント開催されたり、ほんとにＰＲ、集客
のためにこういうお手伝いをいただいてほんとに
感謝してるところであります。
　あと、それから６年経過後も大学生などのボラ
ンティア訪問があります。各浜地域のつながりが
継続している状況であります。大学生のボランテ
ィアが現在もボランティア訪問で交流がありま
す。これからも各地でそういうつながりの継続を
してほしいなと思いますし、例えば、大学生と地
域の若い人たちのつながりがどうも薄いような気
がするので、その辺の展開をしてほしいなという
私の気持ちがあります。
　震災後の支援のきずなにより、移住者が増えま
した。この町の振興のお手伝い参加をしていただ
いております。極端に多くはないんですが、そう
いう震災のつながりによって、移住者の方々若い
人もおりますし、この南三陸町を好きになってい
ただいて、そういういろんな地域振興の展開をさ
れていただいてたり、これからもそういう方々に
ほんとに来ていただきたいなと思っております。
　それから、漁業支援などボランティアを受け入
れ継続したため、たくさんの方々ときずなができ
ました。ある町では早々に受付を終了したため、来
訪者が途絶えたということもありました。同じ宮
城の亘理町というところの議員さんに聞いたんで
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すけど、１年目かどっかで、「もうボランティア大
丈夫です。わが町、自分らの力でやります。あり
がとうございます」ってお断りしたら、逆に訪れ
る方々が来なくなってしまったということで、わ
が町の場合ですと「とにかく漁業支援、いつでも
いくらでもいいので来ていただきたい」と、受け
入れを社会福祉協議会さんのほうでしていただい
たんです。そしたらもう逆に交流ができたり、復
興支援が町との交流につながっていくということ
で、これは予想外なことだったなと思います。そ
れが町への来場者の増につながっていって、それ
がリピーターとなっていくわけで、改めてそうい
う予想外の良かったなと思う面でした。
　漁業利益のある地域は、若い人も隣町への転出
者が少ない。先ほども申し上げましたが、歌津地
域の漁業の若者は多いと思っております。漁業従
事率も全国でもかなり高いというような、実はう
ちの歌津地域の漁協青年部の代表に聞いたんです
けど、その漁業従事率、漁協に加入してる家で若
い人の率なんだそうですけども、それが被災地の
割にかなり何か全国トップレベルな、率的にはそ
ういう状況でして、やっぱり漁業収益の部分では
若い人が多いんだなと思いました。
　資料の最後に、中学校で震災に対応した生徒に
よる防災訓練を継続している。例えば徒歩による
登校訓練、避難所本部運営、トイレ製作、炊き出
し、放水訓練、けが人、小学生避難対応等という
ことで挙げさせていただきました。歌津中学校と
いう私の母校なんですが、そこで東日本大震災を
経験してますので、その先生の指導で当時実際に
即して、避難所に大人がいないと想定して、中高
生が一切を仕切るというような想定の訓練を今も
実施しております。
　まずもっては、自分の家から中学校まで１時間
半掛けて歩いて登校してくるとか、それが実際に
必要かどうかは別にして、この訓練の目的は、津
波を避けながら中学校に集合できるかどうかとい
う、そういうふうな想定の訓練です。それから、あ
と、避難所本部運営、大人がいなくても本部を設
置して避難所を運営するための本部設営、それか
らトイレ製作、これは校庭に穴掘ってトイレをつ
くったりとか、あと炊き出し、また放水訓練、あ

と、けが人トリアージの対応ですね、けが人が出
たときにどう対処するかという、子どもたちでや
ってみるという。あとは小学校と中学校って上・
下にあるもんですから、小学生が避難をしてくる
のが重々可能性が、実際もそうだったので、とい
うことがありますので、小学生にどう対応するか
というような中学生の訓練を行っております。
　私から、良い面・悪い面をちょっと挙げさせて
もらいました。

逃げる行動を起こすために

　そして、今回のテーマとは別に、逃げる行動の
ためのことをぜひ言わしていただければと思って
おります。改めて、この震災を経験して、皆さま
には大変なお世話になりました。そして、南海ト
ラフ地震では何としても皆さまに命を守っていた
だきたいので、改めて、ちょっと私から「逃げる
行動」ということで準備させていただきました。
　改めて、命を守るために逃げる行動として、誰
かが逃げる号令を言っていただきたいなと思って
おります。大人数で逃げずにとどまっていると、
それが良い判断だと自分に言い聞かせてしまうと
いう現状があります。また、自分一人だけ逃げら
れないというのがあります。これは私もそうでし
た。防災対策庁舎で、私だけ逃げられませんでし
た。今逃げれば間に合うのになと思いました。で
すので、ぜひどなたか集団の場合に大号令を発し
ていただいて、みんなで逃げていただきたいなと
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思います。
　それから、逃げるための携行品として避難用持
ち出し袋です。自宅や自家用車にぜひ積んで準備
していただきたいなと思います。それからお薬手
帳、自分が服用している薬の明細を携行していた
だきたい。お医者さんはその方の体調って分から
ないので、対応ができなくなります。もう有事の
際に、ほんとに命にかかわる状況にあります。こ
れ実際に東日本大震災、わが町でヘリコプターで
誰も知ってる人がいない中で山形に連れていかれ
るとかっていうこともありましたので、その人の
状態というのがほんとに分からない。血圧の薬と
かどんな薬飲んでるのかとか分からないので、ぜ
ひそういう持っていただければと思います。
　それから写真の入った自分を証明できるもの、
免許証やマイナンバーカードです。自分を証明で
きないというのが、ほんとに今回の東日本大震災
で大変なことがありました。銀行の借り入れなど
はそれがないと20万しか貸してくれませんでし
た。各諸証明や義援金、支援金の申請が、自分を
証明できるものがないとできなくなります。それ
から預金カード、預金をおろすことができるので
ぜひふところに持って逃げていただきたいなと思
います。義援金や支援金の申請時に口座を伝える
ことができるので、この口座番号というのがない
とこんな申請もできなくなります。あとは携帯電
話、情報収集や電話不通でもメールなど何とか所

在を伝えることができます。
　最後に、私の経験上、ライフジャケットを強く押
させていただいております。防災庁舎の上で津波
で流されて大変な状況で、息もできない状況を何
とかやっと海面に出て息を吸うことができて、そ
れでも首から上を立ち泳ぎで流されながら保つこ
とというのはほんと苦しかったです。これできな
いと思います。ですから、もしどうしても逃げ場
が間に合わないとか、そういう場合であればライ
フジャケットを用意していただきたいと思ってお
ります。ぜひ自家用車、職場、避難タワー、玄関
に準備をお願いしたいと思います。私もいまだに
車の中にはライフジャケットを積んでおります。
私の家庭、各車の中にライフジャケットを積んで
おります。この間、職場の避難訓練で私だけライ
フジャケットを着て避難訓練したんですけど、や
っぱり改めてあったかいものですね。ですから、
防寒のためにもなりますので、ぜひどうしても皆
さまには助かっていただきたいのでご準備をいた
だきたいなと思います。
　以上で終わらせていただきます。何とか皆さま
にお役に立てればという思いは強かったんです
が、ちょっと役に立てたかどうかは分かりません。
以上で終わらせていただきたいと思います。あり
がとうございました。
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報告３

黒潮町の防災対策

　　　　黒潮町役場　情報防災課係長　村　越　　淳　氏

黒潮町の概要と被災想定

　黒潮町は、平成18年に旧佐賀町と大方町の２町
の合併により誕生いたしました。人口は約１万
1,500人程度で、35キロの美しい海岸線を有する町
となっております。黒潮町では、旧佐賀でカツオ
の一本釣りが有名であり、また、こちら大方、こ
の沖にあります浜のほうではＴシャツアート展や
はだしマラソンというようなことを行っており、
美しい豊かな海の恵みに満ちた町ということにな
っております。
　過去の黒潮町の南海地震ですが、約100年から
150年のスパンで来ておりますので、次の南海地震
についてももうそろそろかというようなことにな
っております。今朝の新聞でも、南海トラフ地震
の確率が上がったというようなことも書いており
ました。黒潮町の被害想定ですけど、最大震度７
の揺れが２〜３分程度続き、津波到達１メートル
早いところで８分、最大津波高34メートルという
ことで、約１日後の避難者数が１万人というふう
に想定されております。１万1,500人ぐらいの町で

すので、そのほとんどの方が避難者になるという
ような想定となっております。
　黒潮町の津波高ですが、今我々がおりますのが
大方地域で津波高が大体10メートルぐらい、それ
から旧佐賀の地域になりますと20メートル程度
で、日本一の津波高と言われる34メートルってい
うのは佐賀の町のさらに東のほうのごく一部のと
こになっております。
　もう少し細かく見ますと、佐賀地域のここが街
になっております。今佐賀の支所、役場のほうが
こちらにあり、港この周辺に町営住宅であったり
県営住宅、それからこの浸水区域内には保育所、
小学校、中学校もあり、約2,400人の方が住まわれ
ております。佐賀は、津波の浸水に加えて、その
背後の山がほぼほぼ急傾斜地ということで土砂災
害、土砂崩れのほうの懸念もされております。
　こちら大方地域で、ここが旧役場です。少し紹
介もありましたが、新庁舎のほうがこの１月から
開庁しまして、高台のほう、浸水区域外に建て直
しております。こちらのエリアに住まわれてる方
が約4,600人ということで、大体700メートルから
800メートル海岸線から山手のほう向いて浸水す
るというようなことになっております。
　少しここでＮＨＫさんがつくっていただいたＣ
Ｇのほうを見ていただきたいと思います。３地区
つくっておりまして、今、入野のほうのＣＧにな
っております。車両避難をするとこのように渋滞
が発生します。そして大方地域、東西に２つの大
きな川がありますので、津波は最初川を遡上して
そちらから上ってくるようなことになっておりま
す。旧役場がこの辺にあります。これですね。そ
して、ここ入野駅になっております。川を上って
きた東西の波が入野駅周辺でぶつかっていくとい
うようなことになっております。遡上してきた波
は道路を伝わって住宅の間を流れていく。最終的
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には、松原も超えて町をのみ込んでいくというようなこ
とになっております。これが避難タワーです。最大の浸
水深の津波が来てもタワーの上部はこのように残るとい
うようなことになっております。
　次がこの出口地区という四万十市に近い隣のとこにな
りますが、そちらのほうもまず津波は川を遡上して浸入
してきます。そして、家々をのみ込んでいくというよう
なことになってます。最後には、波がここも松原を超え
て町のほうに入ってくると。そして県道があるとこなん
かは、もう道路を伝わってどんどん奥のほうまで波が押
し寄せてくるというようなことになっています。ここな
んかも倒壊した家屋、それからその後に道路。
　これが佐賀地区になります。最初の揺れで家屋が壊れ
たり電柱が倒れたりとかいうようなことが起こり、ここ
も同じように車両で避難しようとするとこのような渋滞
が発生すると、ここが佐賀の街の中の旧国道になります。
そして波が襲ってきて、このように住宅を押し流してい
くというようなこと、ここに佐賀の支所があります。こ
こも川を遡上してきて、津波が最初は襲ってくるという
ようなことになっております。佐賀でも同じように道路
のほうから船なんかも押し流されながら波が浸入してき
て、ここが小学校になるがですけど、このように波にの
み込まれていくというようなことになっております。
　2012年の３月31日、国が出した新想定により34.4メー
トルということが発表された翌日の新聞各社の報道で
す。巨大津波に県内が困惑して、どんな手が打てるのか
というような町の存続すら危ぶまれるというようなこと
で、危機感が広がったというような報道がされておりま
す。「町が消えてしまう」というような見出しにもなって
おりました。

「犠牲者ゼロをめざす」
さまざまな取り組み

　そういった中、黒潮町はどういった対策をしていくの
かということで、まず基本といたしまして、避難放棄者
を出さない、全町民が出さないということで、そのため
にはどうするかということで、ここ真ん中です。「あきら
めない。揺れたら逃げる。より早く、より安全なところ
へ」という言葉を合言葉に、防災対策「最大震度７、津
波高34メートルの町で犠牲者ゼロをめざす」という取り
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組みを進めてまいりました。
　その防災対策を進めるうえで、役場の危機管理
部門の職員だけでは急激な防災対策、急速には進
めることはなかなかできないということで、職員
地域担当制ということで防災に特化した地域担当
制ということで、全職員に防災の業務を兼務して
いただくという制度を導入いたしました。この制
度により黒潮町の地震・津波対策が短期間で大き
く進んだというような背景にあります。
　地域担当制どんなものかと言いますと、まず黒
潮町には14の消防団の分団があります。その分団
の中に各地域がありますので、自主防を担ってい
るのですが、自主防地域がありますので、そこに
このように職員を張りつけていきます。大きな分
団、大きな地域を持ってるところにはたくさんの
職員を張りつけるというようなことでしておりま
す。具体的にどういうことかと言いますと、例え
ばこの班の場合はリーダーの方がおりまして、そ
の下にサブリーダーの方がいていくつかの地域、
ここでは３つの地域があり、その１つの地域の中
に地区担当の職員を張りつけて１つの地区に入っ
ていく、２〜３人とかそういう感じで張りついて
おります。
　地域担当職員の一番最初の仕事といたしまし

て、全61集落での防災のワークショップを開催し
ました。内容としましては、避難場所であったり
避難道の見直し・点検とかということをしました。
地域に入り、地域の役員の方や住民の方々とそう
いう意見を聞いたり点検等をしていきました。そ
の中でつくったあるところの地図ですけど、こう
いうふうな感じで、ここに避難道が欲しいとか、
ここが危ないとかいうようなことの洗い出しをい
たしました。
　その結果、避難道の整備といたしましては、町
内約230カ所の避難道整備をするというようなこ
とになり、今現在28年度末で９割の整備が完了し、
来年度にはすべての避難道が完成する予定となっ
ております。避難道軽く説明いたしますと、この
ような感じでつくっているのですが、一番特徴的
なのはこの手すりの頭の部分に緑でピカピカ光る
ものを付けております。ですので、夜になるとこ
れが光って、避難する先が分かりやすいというよ
うな工夫がされております。
　黒潮町の避難困難区域というところなんかには
津波避難タワーを設置しております。避難困難区
域の考え方ですが、避難場所から約半径300メート
ルの円を引きまして、このように円の外にあり逃
げるのに時間が掛かる地域、そこに避難タワーを
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設置するというようなことで取り組み、昨年度、
佐賀の避難タワーが６基目で完成し、計画してお
りました６基すべての避難タワーができあがって
おります。
　その整備した避難場所には、このように町のほ
うで防災倉庫を建てており、この中には自主防災
会の方々がそれぞれの地域でいろんな備蓄のもの
をはめたり、資機材をはめたりというようなこと
をしていただいております。
　それから、津波避難誘導標識ということで、町
内の方は避難場所が分かるかもしれないですけ
ど、町外からたまたま来られておる方とかそうい
う方々も逃げやすいようにということで、避難誘
導標識を約900カ所、1,000枚を整備しております。
この案内板、蓄光材でつくられておりますので、
夜はぼやっと明るく、明るくというかぼやっと光
る看板になっております。
　それから、地域担当制で次に取り組んだのが、
戸別の津波避難カルテづくりです。津波浸水が予
測されている地域の全世帯に実施しました。先ほ
ども申しましたように、消防分団14分団の中で61
地区が町内にあります。地区の中にさらに班とか

いう小さなとこがあると思いますが、その中の463
班で津波避難カルテを作りました。内容といたし
ましては、このように家族構成であったり、自力
で逃げれるかとか、連絡先、それから避難所まで
の所要時間、徒歩か自転車か自動車かとかいうよ
うなこと、それから特徴的なのがこの「防災とな
り組」ということで、隣近所で避難の際に助け合
いができる方がおられるかとかいうようなことを
皆さんに書いていただいております。これを一世
帯ごと、すべてのところでいただきました。その
カルテの中には、自宅から避難場所までの避難ル
ートとかそういうものも書き込んでいただきまし
た。
　これがそのワークショップをしているとこで
す。対象区域となる全世帯3,791世帯分収集するこ
とができ、100％の回収率となっております。そ
の回収したデータをどう活用するのかと言います
と、まず避難場所と避難予定人数ということで、
このように皆さんが書いていただいた避難場所を
グラフにしていくと、例えばここなんかは避難者
が多いので避難場所を広くとらないかんねとかい
うようなことが見えてきました。同じように、こ
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れなんかは自動車で避難したいというような方が
どれだけおるかというようなことで、例えば車両
避難のルールづくりであったり、避難道の整備
等々に役立てております。これなんかもどこの避
難道がどれだけの人数が通るのかというようなこ
とで、避難道の大きさ、幅ですね、そういうもの
の参考にしたりしております。
　今、黒潮町で取り組んでおりますのが地区防災
計画ということで、防災に関する計画としまして
は、国の防災基本計画、それから県の地域防災計
画、その下に黒潮町の地域防災計画というものが
あります。さらに細かいとこで地区の防災計画を
作ろうということで、今、各地域自主防の方々に
お世話になりながら作成をしております。これが
地区防災計画のワークショップをしている状況で
す。
　地区防災計画、今現在どのようなことになって
いるかと言いますと、ある地区では車避難の計画、
高台にある団地なんかの地区では原則徒歩での避
難ということにしていますが、どうしても車で逃
げてくる人もいるだろうということで、その車で
逃げてきた方々の車両をうまく流す、受け入れる
っていう計画を立てていたり、これなんかは地区
でこのグリーンのボックスを構えて、世帯ごとに
避難場所に事前に備蓄品であったり、それぞれの
世帯の必要なものをはめて保管しておくとかいう
ような、そういうふうなこともやっております。
各地区いろいろな取り組みをしていただいており
ますので、３年前から黒潮町の地区防災計画シン
ポジウムということで、それぞれの地区の取り組
みの発表をして、また参考にしていただくという
ようなことで、そのようなシンポジウムも開催し
ております。
　どこの市町村でもやられゆうとは思いますが、
やはり最大震度７の地震が来ますので、まず逃げ
るためには無事に家から出るということをしなけ
ればいけませんので、木造の耐震化を図っていく
というようなことをしております。黒潮町では、
戸別訪問ということで１軒１軒お家を回って「耐
震診断しませんか」というような取り組みも進め
ており、その結果、診断件数も伸びており、また
大工さん等々も勉強会をしており、耐震改修のほ

うも伸びておるような状況になっております。
　続きまして、避難所運営マニュアルというもの
を昨年度作成しました。避難所運営マニュアルと
いうのは、やはり震災が起きればすべての避難所
に役場の職員が行けるわけではありません。また、
そこに人員を割かれるということはその後の復興
復旧にも遅れが生じるということで、避難所の運
営は地域の皆さんにやっていただこうということ
でマニュアルを作成しました。このマニュアル作
成、これがしている状況ですが、マニュアルの内
容といたしましては、まず避難所の建物が無事か
どうかというようなことから始まり、受付を設置
して避難者の受け入れをするというようなところ
の誰が見ても分かるというようなものにしており
ます。避難者はこういうふうに受け入れていくっ
ていうような配置等も決めております。
　マニュアルは作っただけではなく内容の検証も
しようということで、本年度の全町民で行う避難
訓練の際に運営マニュアルの検証も行い、またそ
の中で気づいたことや修正点等々を反映させてい
くというようなことをしております。避難所のマ
ニュアルを整備し、今度避難所の環境整備という
ことで、本年度、資機材であったり、段差がある
ところには段差をとる工事、スロープを設置する
とか手すりを設置するとかいうようなことも本年
度行うようにしております。
　黒潮町では、全世帯に光ケーブルを引きまして
告知放送端末機というものを全世帯に設置してお
ります。このようなものですけど、普段はこの告
知端末が役場であったり地域であったり、お知ら
せですね、そういうものがここから流れるように
なっております。緊急時には、これ両端がピカピ
カ光って最大音量で地震速報であったりそういう
ものが流れるようになっており、この中に電池が
入っておりますので、持ち出せばラジオにもなる
というようなものになっております。これがその
イメージ図となっております。
　町のほう、この助かった命をつないでいくとい
うことで町のほうで備蓄計画というものを作成
し、町民の１日分にあたる食糧及び水の備蓄を進
めており、本年度ほぼほぼ１日分の備蓄について
は整うというようなことになっております。です
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けど、１日分ではまだまだ足りないということで、
町民の皆さまに対しては３日間の個人での備蓄等
をお願いし、進めておるところです。
　その備蓄の中に、黒潮町で缶詰製作所というも
のを立ち上げ缶詰を作っております。町でもこの
缶詰備蓄していますが、東北にもヒアリングに行
き、どんなものが震災時に食べたかったのかと
か、どういうふうなものがいいのかとかいうよう
なヒアリングをして、その結果、今の缶詰になっ
ており、ここに雇用も生まれるというようなこと
で取り組みを進めております。また、特徴的なも
のといたしまして、７大アレルギーのものを不使
用というようなことで、アレルギーがある方でも
安心して食べれるというような缶詰になっており
ます。缶詰製作所の提案といたしまして、防災缶
詰を日本各地で備蓄していただけると、何かがあ
ったときにはその缶詰が被災地のほうに届けられ
ていくというような仕組みも提案いたしておりま
す。熊本の地震のときにも黒潮町のほう缶詰をお
送りして、アレルギーの方に大変喜ばれたという
話も伺っています。
　今度学校のほうになりますが、防災教育プログ
ラムということで８つの小学校、２つの中学校で
同じ防災に関する教育を進めていくということ
で、「災害から生き抜く力」を育むということで各
学校の学年に応じた防災教育を進めております。
考え方といたしましては、防災教育を受けた世帯
が10年20年と経てば増えていきます。そうするこ

とで災害に生き抜く力、世代の方々ができていき、
防災が文化となるというような取り組みにしてお
ります。
　その他といたしまして防災訓練も行っておりま
して、町全体での防災訓練、それから地区ごとに
自主的にやっていただいたり、学校のほうでは避
難訓練も数回やっていただいておるようなことで
す。これが訓練をやっている状況です。夜間の避
難訓練も実施しておりまして、11月５日の「世界
津波の日」前後に夜間避難訓練を28年度に実施し
ました。本年度も計画していたのですが、雨のた
め中止といたしました。その際の参加率、夜間で
したのでちょっと心配してましたが約4,000人、35
％の町民の方に参加していただいております。こ
れが今までの平成25年から平成29年３月末までの
避難訓練の実施回数と、そこに参加された方々の
延べの積み上げていった回数と人数になっており
ます。今現在、今年度の12月末までで約1,260回、
6,300人くらいの方々に参加をしていただいてお
ります。

住民のあきらめない、
前向きな気持ち

　これからの黒潮町の防災の取り組みといたしま
しては、防災の日常化に向けたシフトチェンジと
いうことで、これまではどうしてもハード整備



− 35 −

等々は行政主体で行ってまいりました。ある一定
ハードが整った段階で、住民の方々に逃げてもら
う行動であったり防災教育であったり、住民の
方々主体のほうにシフトチェンジし切り替えてい
くというようなことで、住民とともにこれからの
防災対策を進めていくというようなことにしてお
ります。
　こちらが新想定が出たときに、あるおばあさん
の方が書いた詩です。「大津波　来たらば共に　死
んでやる　今日も息が言う　足萎え吾に」という
ことで、新想定が出されたときにこのおばあさん
は足が少し不自由でした。ですので、こんな大き
な津波が来たら逃げることができないという話を
したときに、息子さんが「そのときにはおれも一
緒に死んだあよ」というような、命について真摯
に向き合った結果、そういうふうなあきらめでは
ないとは思いますが、そういうふうな思いがここ

の詩に出ています。
　黒潮町では、今まで話させていただいたように、
町民の方と各種防災の取り組みを進めてまいりま
した。その結果、2014年のときには、同じ方が書
いた詩です。「この命　落しはせぬと　足萎えの　
我は行きたり　避難訓練」ということで避難訓練
に参加すると、そのためには足も鍛えておかない
かんというようなことで、また私みたいなおばあ
さんが参加しよったらみんなも参加せないかんて
思うやろうとかいうようなところで、とても前向
きな気持ちになったんだとなっております。
　すいません。駆け足でなかなか分かりにくい部
分もあったかとは思いますし、またお手持ちの資
料に詳しく載っておりますので、そちらをご覧い
ただけたらと思います。
　これで、私からの報告を終わらせていただきま
す。ありがとうございました。
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パネルディスカッション

第７回「3.11東日本大震災から高知は学ぶ」シンポジウム

〜７年目の「復興」を知る。そして「わがこと」として考える。〜

日時　2018年２月10日㈯　13：00〜17：00
場所　黒潮町立　大方あかつき館　　　　

◎コーディネーター　　友　永　公　生　氏（高知県自治研究センター研究員）
◎パ ネ ラ ー　　三　浦　勝　美　氏（宮城県南三陸町教育委員会　生涯学習課長）
　　　　　　　　　　　及　川　　　貢　氏（宮城県南三陸町役場　保健福祉課係長）
　　　　　　　　　　　坂　本　茂　雄　氏（高知市下知地区減災連絡会　事務局長）
　　　　　　　　　　　村　越　　　淳　氏（黒潮町役場　情報防災課係長）

（友永）

　皆さん、こんにちは。黒潮町の職員ですが、自
治研究センターの研究員ということで、このシン
ポジウムの企画も担当しております友永と申しま
す。今日はよろしくお願いいたします。
　どのようにシンポジウム回していこうかなとい
うところでしたけれど、質問が２つほどですので、
また、この内容は途中で取り上げながら皆さんの
意見を聞いてみたいと思っております。
　では、改めまして、パネラーの皆さまを少しご
紹介したいと思います。
　まず、南三陸町役場の及川さんです。

（及川）

　南三陸町役場の及川です。よろしくお願いいた
します。

（友永）

　同じく南三陸町、三浦さんです。

（三浦）

　よろしくお願いします。

（友永）

　黒潮町の村越さんです。

（村越）

　村越です。よろしくお願いいたします。

（友永）

　今日は、高知市の下知地区の防災会の関係で来
てくださいました坂本茂雄さんにも地元の取り組
みを少しご紹介、自己紹介兼ねて、高知市内の取
り組みを少し私たちも知りたいのでお願いしてお
ります。冒頭に、お願いできますか。

（坂本）

　こんにちは。ご紹介いただきました高知市の下
知地区減災連絡会の事務局長をしております坂本
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茂雄です。私はこの自治研究センターの理事をさ
せていただいておりますが、今回のテーマの「事
前復興」ということをこの下知地区では今考えて
いるところでして、そういったことも含めて少し
前段にお話をさせていただけたらと思っておりま
す。
　下知地区というのは高知市のこの国分川の西
側、そして鏡川の北側を指した地域で、ここに書
いてありますように、約3.5キロ掛ける1.5キロの
河川に囲まれた低地で、地区の標高は海抜０〜２
メートル、人口は約8,600世帯で１万6,000人の商
業施設、工場、倉庫、住宅などが混在した市街地
になってます。大体ここは電車通りですので、こ
の国分川の手前のこのエリア、そして江ノ口川を
渡って北側というふうにイメージしてもらったら
いいわけですが、実は昭和南海地震のときにこう
いうふうな状態になったんです。これは五台山の
上から見たところで、それを今現在こういうふう
にこのすべて水没していた地域にまちができてい
るというふうなところです。
　当然想定としてはここに書いてありますよう
に、南海トラフ地震Ｌ２でいきますと震度７、浸
水深が３〜５メートルということで、地盤沈降に
よって長期浸水が継続するというところです。見
て分かるように自然高台が一切ないですから、津
波からの避難はいわゆる津波避難ビルというとこ
ろになっていきます。たまたまこれ昨年の地域の
コミュニティを活性化しようということで取り組
んでます「昭和秋の感謝祭」というイベントのと

きに、スマイルマークを人でつくってドローンで
写したんですけども、さっきの南三陸の最初のパ
ネルの中にも災害復興住宅の真ん中にこのマーク
があって、すごく何か共通するものを感じたとこ
ろです。
　実は、下知地区減災連絡会いうのは、先ほど黒
潮町さんがお話をされておりました中にあったよ
うに、地区防災計画というのをこの下知地区でも
取り組んで３年目になります。県下では黒潮町さ
んと高知市の下知地区だけが、今この地区防災計
画に取り組んでるところなんです。下知地区では、
減災連絡会というのは実は自主防災組織の連絡組
織でして、今18の自主防災会が加入した組織にな
ってます。
　ここで、実は2015年６月に、この減災連絡会の
有志が被災地に学んでこようということで、みん
な自腹で８名で被災地へ行ってきました。石巻市

の門脇地区だとか、湊地区、さらには
渡波地区、雄勝地区、そして女川町、
東松島市、名取市というふうにずっと
２泊３日で地域の方と交流しながら学
んでくる中で、その当時の復興状況を
見たときにいろんな課題があるなとい
うことを感じました。
　そういった意味では、ここに書いて
あります下知地区では、南海トラフ地
震で壊滅的な被害が想定され、被災後
には必ず復興計画の立案が必要となる
地域であると。その地区では、他地域
への移転など人口流出も懸念されるこ
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とから、被災後早期に魅力あるまちづくりを行う
ために、事前復興計画を今から作っておいたらど
うかというような必要性を感じさせられました。
下にまとめてる同じような内容ですけども、そう
いったことでこの地区防災計画の最初に取り組む
課題として、その事前復興計画というものに取り
組んでいこうということで検討を始めました。そ
れが初年度、内閣府のモデル事業として指定を受
けて取り組み、そして２年目からは高知市さんの
モデル事業として取り組みをしてきて、この１年
２年を掛けて事前復興について議論をしてきたと
ころです。
　ここに少し書いてありますが、2015年から毎年
やってきたいろんな検討会や訓練の参加者数、黒
潮町さんと比べると参加者の状況が少なくて、ほ
んとにもっともっと地域住民を巻き込んだ取り組
みをしていかなければということを改めて感じさ
せられたところなんですけども、その地区の減災
連絡会を中心にした地域の皆さんや津波避難ビル
の事業者や所有者、さらには学校関係者の皆さん
とワークショップを重ねて、そして実はこれ１年
目２年目掛けてずっとワークショップで出された
意見です。
　これが下知地区全体なんですけども、例えばこ
の丸池町というところにある公園、この公園を使
って何かできないかなとか、あるいはこの弘化台、
これは高知市の台所と言われる市場のあるところ
なんですけれども、ここについても何か今からで
きることはないのかとか、あるいはここに五台山
という、さっきここの山頂からずっとこの下知地

域を眺めた写真がありましたけれども、昔はここ
五台山に高知市内からロープウェーが架かってた
んです。そういうのをもう一遍復活させたらどう
かとか、あるいはここを避難場所にするんだった
らどういうふうなことが事前に必要かとか、そん
な議論。さらには、この町中、電車通りを使って
どういうふうなまちの構成ができるかとか、ある
いは津波避難ビルの偏在の大きいこういった地域
ではどういったことが備えられなければならない
かとか、いろんな出された意見を取りまとめて、
この地図へ落とし込んでます。
　例えば地元にある昭和小学校という学校がある
んですけども、ここの６年生の生徒たちに、この
地図にいろいろ子どもたちが考えたことをポスト
イットにして張り出してもらうというようなこと
をして、さらにそれを昭和小学校の体育館へ張り
出して、地域の保護者の皆さんが子どもたちの防
災のプレゼンを見に来たときに、お母さんやお父
さんがそれにさらにポストイットを張り出すとか
いうようなことをしながら取り組んできました。
　そんな中で、事前復興計画で描く幸せになる物
語ということで私たちは議論をしてきたんです
が、先ほど三浦さんもおっしゃってましたね、被
災後に、多くの身近な方を亡くしたりとかしてる
と笑うことができないというか、そういう気持ち
になってしまう中で復旧や復興の議論をするとい
うのは大変つらいものがあるだろう。しかし、私
たちはいずれ復旧・復興の議論をしなければなら
ないとしたら、そこにどんな幸せなまちを描いた
ら、みんながもう一度その被災地へ戻ってきてそ
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こで生活を立て直していこう、あるいはまちづく
りをしていこうという気持ちになれるだろうかと
いう、そんなことをテーマにずっと話し合ってき
たのが、先ほどのここに書き出されたいろんな意
見だったわけです。
　そんな中で、特に５つの柱ということで、子ど
もがいて、そして高齢者や障害者がいて、働く世
代がいて、そこが災害に強いまちであったら、み
んながそこで気持ちのいいコミュニティが形成で
きるんではないか。そういうふうなことを目指す
姿として、例えば子どもだったら、子どもたちが
伸び伸び元気に遊べるまちをつくっていくにはど
んなまちになっていけばいいのかとか、あるいは
高齢者や障害者の皆さん、お年寄りや障害のある
人が安心と生きがいを持って暮らせるまちはどん
なまちなのかとか、こちらの地域は、高知市が高
齢化率が28％の中でこの地域は約20％ですから、
働く世代の方も割と多くいる中で、そういった方
たちが被災後どうやって生活を立て直していける
のか、そういうふうなことを災害に強いまちの中
で確保していこうというようなことを議論してき
ました。
　コンセプトとしてありますように、「伸び伸び
遊ぶ子どもたちを中心に、地域のつながりで、楽
しく安心して暮らせる、災害に「も」強いまち下知」
というふうにコンセプトをしました。ここの「災
害に「も」強い」というのを私たちはこだわって、
災害にだけ強いまちというのはないんじゃないか
と。やっぱり日ごろからいろんなまちのつながり
があり、人と人とのつながりがあり、そして地域

のコミュニティが活性化されていて、いざ災害に
遭ったときにもその強みが発揮できる。
　日ごろそういうつながりがない中で、災害のと
きに地域のつながりが急にできたりとか、あるい
は復旧・復興への議論が急にできたりとか、そん
なことはないんじゃないだろうかということで、
日ごろからつながりを大事にしたまちづくりをし
ていこうということを議論してきているところで
す。そういった中で、災害にも強いまちができる
のではないだろうかということで検討をしてきて
いるところです。真ん中に笑顔があって、その笑
顔を中心としたところにいろんなコンセプトがあ
るというような形で、地域では「笑顔の花を咲か
せましょう」というようなことを言ったりしてま
す。
　今年で実は３年目ですけども、今年度今度の19
日が最後の検討会なんです。３年目の検討はどう
いうことをしてるかと言うと、先ほど言いました
災害復興をしていくためにはやはり身近な人の命
を失わない、１人でも命を失う方を少なくしてい
く。そういうことができてこそ、災害後に復旧・
復興のために立ち上がることができるんではない
かというふうなことで、じゃあそのための「命を
守り、つなぐための個別計画」を今年は作ろうと
いうことで、普通いわゆる災害後のフェーズで行
くと、事前の備えということもあるんですけども、
災害後にまずは命を守る。それは揺れからの命の
守りであったり、津波から命を守るという、その
守った命をつないでいくという避難所の対策の問
題があったり、あるいは先ほど言いました下知地
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区でいうと長期浸水というものがあります。
　こういう命をつないで、今度は生活を立ち上げ
ていく復旧・復興というものが大体この流れとし
てはあるんですが、そういう意味ではここから順
番に議論をしていくのが普通かもしれませんが、
私たちはこの復旧・復興からまず議論をし始めて、
そのために命を失わないようにするにはどうする
かというような議論をしているところです。これ
は実は高知市さんが、私たちの下知地区防災計画
を位置づけるとしたらこういうふうになるんじゃ
ないだろうかということで作ってくれた表ですの
で、高知市さんからお借りして使わせていただい
ております。
　これはもう字が見えませんのでイメージとして
考えてもらったらと思うんですけども、今仕上げ
ているのはこういう形で、先ほど言いましたここ
の「命を守る」、そして「命をつなぐ」、「生活を
立ち上げる」、揺れ対策、津波対策、長期浸水対策、
避難所対策、復旧・復興というふうな形で、これ
を先ほど言いました働く世代、高齢者・障害者、
子どもたち、そして災害に強いまち、コミュニテ
ィというふうに分けたときに、それぞれ出された
対策は何だったのかということをずっとここへ書
き上げてます。
　この中で、この黄色い部分はそれぞれ今年の早
い段階でまとめましたので、ここへ入れてます。
この緑の部分は事前復興計画の中でまとめ上げた
意見ですので、これも相当皆さんの集合知という
ふうに私たち言ってるんですけども、ワークショ
ップでやった中で出された意見をその参加者がみ

んな点付けをやって、その点が高かったものをこ
ういうふうにまとめ上げてます。それを参加者の
集合知という形でまとめ上げていたものがこうい
うふうになってます。
　ただ、ここの部分は昨年の10月以降ずっと集中
して議論してきた中で出された意見もたくさん挙
げてますけども、この中から最終的に皆さんが集
合知として出されてきているこの赤い部分です
ね、この赤い文字の部分をどういうふうに計画の
中にまとめ込んでいくのかという作業を今してお
りまして、最終的に今度の19日の検討会で参加者
の総意に求めていきたいというふうに考えている
ところですけども。
　これも実は自助でやれる部分と、そして共助で
やる部分、みんなの支え合いの中でやれることが
あるんではないかというふうなことで、共助でや
れる部分というのがここに入ってます。それは「す
ぐやる計画」というふうに私たちは呼んでいます。
自助や共助の部分だったら、みんなで力を合わせ
ればすぐやれるんではないかということで、すぐ
やる計画というのが大体ここにある。そして、こ
の下にある部分がいわゆる中長期の行政と連携し
てやる計画です。ですから、いろんな制度の改善
なども図らなければならないようなものもあるか
もしれませんし、あるいは行政の支援を受けなけ
ればできない課題もあるかもしれない。そういう
ものは行政と一緒に連携してやっていく中長期の
計画としてやろうというのを、ここの下に掲げて
あります。
　いずれにしても、この私たちが今事前復興計画
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を含めて作ろうとしている計画は、大きくは共助
の計画であるだろうと思ってます。いざというと
きはほんとに公助の部分というのはどうしても及
ばない部分があると、自助、共助をしっかりと高
めておきましょうということがよく言われるんで
すけども、この地区防災計画で議論をすることに
よって、ほんとにみんなでどうやって力を合わせ
ればやれるかということを議論してきて、そのた
めにお互いが今からやっておけることをやってい
こうというような議論になっていますので、そう
いった形で今年この計画をまとめ上げて、来年か
らはこの計画に沿って、すぐやる計画は地域です
ぐに実施していきたいと思ってます。そうやって
災害の後にも復旧・復興に向けて、守った命、つ
ないだ命でみんなが力を合わせて、その復興の計
画が少しでも早く着手できるようにしていきたい
と思っているところです。
　ただ、復興計画といっても実際どのような被害
になるか分かりませんし、その地域がひょっと行
政によって、こういったところは使ってはいけま
せんとかいうようなことになるかもしれません。
そういった意味では、どんなまちづくりいうのが
実際はできるか分かりませんけれども、今からそ
ういうことをイメージしたり、あるいはそういう
計画を、さっきの話ではないですけども、例えば
仮設住宅へ遠く離れた人たちと一緒に議論をする
といっても、なかなか一緒に集まったりすること
が難しいというようなこともあります。
　私たちが2015年に被災地へ行って学んだとき
に、例えば名取市なんかでは、みんなが集まって
議論するということさえできないというようなこ
とも聞かされました。そういうことを考えたら、
今からそういう復興に向けた検討の仕方とかある
いはイメージだとか、そういうことをやっておく
ことが災害後にできるだけ早く着手することにな
るのではないだろうかというふうな思いでこれま
で取り組んできたところです。
　今日もこのシンポジウムの中で多くのことを学
ばせていただいて、また下知地区の中で、そして
高知市の中で、この事前復興ということについて
一緒になってみんなで考えていきたいなと思いま
す。

（友永）

　ありがとうございました。三浦さんと及川さん
にご意見をお伺いしたいと思います。４年振りに
黒潮町にお越しいただいたというところで、事前
復興として、事前対策として黒潮町の本庁舎が高
台移転したというところ、あるいは今の下知地区、
黒潮町とはまた違った住民主体の取り組みってす
ごく特徴的だなと思うんですけれど、被災経験を
お持ちのお二方から率直な感想等ございましたら
お願いしたいと思います。

（及川）

　４年振りに来させていただいて、役場庁舎も高
台へ移転をしている。あと、この左岸のタワーに
かなり高いタワーもできているということで、実
際に動きとして見えているというのは非常にすば
らしいことだと思っています。また、昨日少しお
話も聞きましたが、高校生サミットとかも開催さ
れて、高知県内各高校の生徒さん方がいろいろな
検討をしていろんな議論をしてるというところで
すごく感心いたしました。
　なかなかうちの町でもやっぱりこの復興事業と
いうのが最優先で、まず１日も早く被災者を再建
させるためにっていうところがそこを突き進んで
きたので、どうしても高台に行く、それから防潮
堤もつくるというところで、少しそこで何だか安
心してしまっているというところは否定できない
というところありますので、実際としてこういう
動きがこの４年という、長いか短いか分かりませ
んけれども、その中で動きがあるというのはすご
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くまた感心して刺激を受けて帰れるのかなという
ふうに思ってます。

（三浦）

　今の坂本さんの発表を伺いまして、実は共感で
きる部分があります。私は震災を経験して、とて
つもないこの大事件で人生観が変わるぐらい散々
悩んできました。哲学のようないろんな皆さん、
ボランティアとか会ったり、いろんな生活、人づ
くりでの生活、我々はどのように生きていったら
いいのかということまで実はいろいろ悩んで考え
まして、２年前に自分なりに、私は、私たちはで
きるだけ笑って暮らすというテーマを自分で考え
まして、できるだけ笑って暮らすというテーマで
これからの人生を生きていきたいなと思っており
ます。
　散々つらい思いをしてきたので、地域の皆さん
がこれからは、まだまだ苦しいこともあるんです
けどもできるだけ笑って暮らせたらなと、私自身
もそう思ってますし、私の家庭生活の中でも職場
でもそういう方針で実は今考えてまして、家でも
嫁さんのためにネコ飼ったり、あとは漫才の番組、
バラエティ番組見たり、そんなことをして、笑い
を取り入れるような、職場でもできるだけ若い人
たちが笑えるような職場体制にしたいなとか、仕
事は一生懸命していただきながら、笑える職場で
あってほしいなと思っていて、そういう自分なり
に方針を持っていながらにして今生涯学習課とい
うところがあって、これからの課題がやはりハー
ド部門はできあがってきたので、住民の人たちが
どうやってほんとに楽しく穏やかに笑って暮らし
ていけるかというところをテーマに今考えていま
す。
　そこで今、私自身大事だと思っているのは、若
い人とのつながり。地域が盛り上がっていくうえ
で、やっぱり若い人たちがいざ有事の際も含めて
つながり合って暮らしていってほしい、いけるよ
うな体制にしなくてはいけないなと思っていま
す。そうすれば、お年寄りの方々やそのご両親だ
ったり、そして中高生だったり、まちで若い人た
ちがこうキラキラ光ってるようなそんな展開がで
きたら、多分ほかの町からもいい目で見られると

いうか、ほかからも何か集まってきてもらえるよ
うな、理想論なんですけどもそんな町、若い人た
ちがほんとに活発に暮らせるような展開をしたい
なと思ってます。
　なかなか今、子どもたちの対策やご高齢の方の
対策とかは進んでるんですけども、若い人たちの
対策というのがなかなかできてなくて、若い人た
ちがいれる条件として職場があるなしというのは
ほんとに大きい部分ではあるんですけど、そうい
う部分がなかなか解決に向かないまでも何とか若
い人たちが笑って暮らせるような展開をしていけ
たらと思っています。以上です。

（友永）

　ありがとうございました。そしたら、ちょっと
イレギュラー的な流れをとりたいんですが、せっ
かく南三陸からあと４人お越しになっていらっし
ゃるようなので、一言ずつこの高知県黒潮町に来
て、取り組みを聞いていただいて、何か感想を少
しいただければなと思います。

（小野寺）

　南三陸町の小野寺と申します。今回初めて黒潮
町に来させていただいて、昨日と今日の午前中に
少し町の風景も見させていただいて、今日の取り
組みも聞かせていただいた中で、まずは逃げると
いうことに重点を置いて、逃げるための避難階段
でありますとか、そういった整備が進められてる
ことが分かったのと、あとはその避難訓練の参加
率というのも大変高いと、あとはうちの町では実
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施してないんですけれども、夜間においても避難
訓練を実施しているということがとても驚きまし
た。
　あとは今後なんですけれども、これまでは逃げ
るということに重点を置いて対策をしてきたと。
先ほど坂本さんもおっしゃっておりましたけれど
も必ず津波は来ると、必ず被害があるということ
で、例えば仮設住宅とか、被災したときには必要
になります。事前にその用地を確保しておくとか、
そういった対策をとれば幾らでも復旧の時間が短
くなるんじゃないかなと思いまして、今後は財源
等の問題もあると思うんですけれども、国も含め
てハードを整備していかなければいけないのかな
と思いました。以上です。

（小野）

　皆さん、こんにちは。私、南三陸町役場地域包
括支援センターで仕事をしております小野と申し
ます。今日はこういった会に参加させていただい
て、すごく貴重な講演を聞けてるなと感じており
ます。講演の感想といいますか、私の思いとして
は、南三陸の取り組みとして、こちら高知県、そ
して黒潮町の取り組みを比べますと、やはり先ほ
ど小野寺が言ったように防災意識の高さをすごく
感じました。避難訓練等の参加率、いや、むしろ
回数にも驚きを感じておりました。南三陸も今と
なっては被災した地となっておりますが、被災す
る前から防災訓練、津波の訓練等は行ってきてお
りましたが、やはり参加率ですとか回数ですとか、
そういった面においてはやはりここまで高い意識
はなかったなと感じております。
　そして、及川の話の中にもありましたように、
今となっては私ども町の職員、住民の皆さんも復
興・復旧に向けて動きをしております。なので、
一度被災している土地ではありますが避難訓練と
か、そういった意識改革のところにはちょっと後
回しになっているところはあるのかなと、年１回
日にちを定めて、避難訓練の日は町を挙げて全町
体制でやってはいるんですけれども、黒潮町の取
り組みはやはりこれから来るという意識が町民皆
さんにあるので、そういった意識の高さを正直感
じておりますし、この取り組みの中で、私の今地

域包括支援センターの業務の中では高齢者の皆さ
んとのつながりを大事にしている業務になりま
す。
　そういったときに、こういった避難するといっ
たときに高齢者世帯の方がほんとに逃げてくれる
のかなとか、やはり自分たちで動けるのかなって
いう目線を最近仕事をしながら思っていると、こ
こ黒潮町の活動とかではやはりそういった周りの
人とのつながりが大変太いんだろうなと、周りの
皆さんが誰々避難してるかなとか、つながりを持
って活動しているんじゃないかなと勝手ながら思
っております。ただ、やはりそういったのも誰か
がするんだろうなとか、自分だけじゃできないな
とか、やはり皆さんがそれぞれに意識を高めない
ことには、高齢者の皆さまというのは避難しきれ
ないところもあるんだろうなというのは、皆さん
も分かっていただけてるところなんだろうなと思
ってます。
　何を言いたいかがよく分からなくなってしまい
ましたが、まずは今日の会議をすごく関心を持っ
て、参加させていただいております。これからも
黒潮町の皆さんには防災意識を高めていただきた
いと思いますし、ぜひ被災することのない町、大
変な状況を迎える日が来てしまうかもしれません
が、それを極限まで抑えられる町であってほしい
なと思っております。本日は大変ありがとうござ
います。

（三浦）

　こんにちは。南三陸町役場出納室に勤務してお
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ります三浦と申します。今回、黒潮町さんに訪問
させていただいたのは２回目になるんですけれど
も、避難のタワーがさらに完成したということで
いろいろな活動、あと、先ほどの坂本さんのお話
なんかも伺いまして、住民の方たち自らがわがこ
ととして考える、それが一番大事なことなんだろ
うなって改めて感じています。
　先ほど小野からも話あったんですけれども、日
本にいる限りは災害というのは避けて通れないと
いうことで、意識の高い町たくさんあるとは思う
んですけれども、今お話を伺って改めて私も思っ
たのが、今復興に向かって動いているけれども、
いつかまた来るかもしれないんだよということを
私たちもまた考えて、これからのこと考え続けて
いかなければいけない。ずっとこれは避けていけ
ないことなんだろうなと思うので、今日お話伺い
ながら、何年後になるか分からないですけれども、
ずっとずっと考えなきゃいけないことなんだと改
めて思いました。なので、これからもお話ずっと
伺いたいと思います。ありがとうございます。

（三浦）

　皆さん、お疲れさまです。南三陸町の農林水産
課というところで水産業を担当しております三浦
と申します。三浦ばかりで申し訳ないです。私は
先ほど生涯学習課長、三浦の話にもあったように
震災後の採用でありまして、先ほどお話にあった
ように経験不足といった中で震災業務に携わった
人間でもあります。正直な話を申し上げますと、
ほんとに力になれていたのかというところは常に

感じていました。先輩方の話を聞いて、目の前に
出された課題をただこなすことだけで精いっぱ
い、それがほんとに自分のやってることが役に立
っているかどうかすらも分からない中で、日常業
務を進めていくというのはほんとにつらいところ
でもありました。もちろんそういったところに配
慮していただいて、今一緒に来ていただいてる先
輩方ですとか、あとはあちらの三浦、あと及川両
名をはじめ先輩方のほうに支えられて、今日まで
業務を行ってきてこれたと思っております。なの
で、今後、黒潮町さんでも同じようなことは多分
起こるんだろうなと思いますので、そういったと
き若手職員さん含め、今のベテラン職員さんたち、
お互いに支え合いながら業務に努めてほしいなと
思います。
　あと、私個人としては、ほんとに黒潮町に今回
来させていただいて、すごい防災意識の高さとい
うのはほんとに感じさせていただきましたし、逆
にこちらとしましては、ほんとに見習うべきとこ
ろのほうが多いんじゃないかなというぐらいに感
じております。当町は大震災経験をしております
けれども、震災復興を進めていく中で、どうして
もしばらくは来ないだろうというような意識が若
干あるのは確かだったと思います。多分、今、正
直自分が生きてるうちは来ないだろうなとか、そ
ういったところも時々考えたりもしてしまいます
けれども、もちろん自然災害ということもありま
すので次ほんとに宮城県またいつ来るか分からな
い、それこそ１年先か５年先か10年先か分かりま
せんので、こういったシンポジウムに参加させて
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いただき、黒潮町さんのような先進地との交流も
今後深めていただき、お互い何か有事の際には支
え合っていけるような関係性を構築していければ
なと思いますので、今後もよろしくお願いしたい
と思います。今日はほんとにありがとうございま
した。

（友永）

　少しご紹介したいんですけど、黒潮町の職員組
合と南三陸の職員組合、職員組合レベルで交流を
図っておりまして４年前に来ていただいたり２年
前に私たちが行ったりとか、そういったことでお
話の中にもありましたように今復旧・復興をやっ
てるけれども、それがもういつ予防に変わってい
くか分からない。特に三陸は30年40年周期で津波
に襲われているというところでお互いに勉強し合
いながら、人口規模も似た２町の合併というとこ
ろもありまして、そういう交流をしているという
関係がございます。
　一旦フロアからの質問に答えるような場に設定
させていただきたいと思います。
　まず村越さんに、発災後停電すると思いますが、
光ケーブル等連絡網、情報等の電源についてはど
のような対策をしているかという質問です。

（村越）

　光ケーブルにつきましてはやはりケーブル、有
線ですので、最大震度７の地震が発生すれば恐ら
く切断されると思います。光ケーブルについては、
正直南海トラフ地震が来れば機能しないと思われ

ます。それから、停電対策については電気事業者
さんのほうで考えていただくということもありま
すし、新しい庁舎のことだけに関して言えば今高
台のほうに移転しました。非常用電源といたしま
して４日分の燃料もはめており、４日間は電気が
供給できるということになっております。その後
ですけど、道路の啓開状況にもよりますが、今Ｊ
Ａさんがハウス用の重油タンクを高台のほうに移
転するように進めていて、この３月には完成しま
す。そちらの重油を使わせていただいて、うちの
非常用電気の燃料にするという災害協定を結ぶよ
うに今進めております。

（友永）

　こういった対策をとっているということです。
ご質問者よろしいでしょうか。
　質問を続けたいと思います。及川さんに１つあ
りまして、ただ、及川さん、三浦さんにも挙がっ
ている質問と共通しているのでまとめてお答えい
ただいたらいいかなと思います。被災者生活支援
センターの設置の成果について教えていただきた
いというような内容がございます。阪神・淡路大
震災のときのような孤独死は防げているのかとい
う点。それと関連しまして、職員や社協といった
支援者に対する支援、支援する者に対する支援、
こういったものも課題かと思いますが、事前に考
えておいたほうがいいことは何でしょうか。また、
生活支援員さんは主婦が多いというお話がありま
したが、その理由は女性の特有の問題に対応した
ことであるのか、ということも聞いたことあるが、
どういう理由なのかなというような趣旨のご質問
がございます。
　特にお話の中で、引っ越しが何度も繰り返され
たり仮設が集約されたりという、その生活者の負
担はかなりしんどいと思います。そういったケア
対策というか、私たちもこれまで長期の被災生活、
避難生活ということを深く考えたことがなかった
ので、少しお話を聞きたいと思います。よろしく
お願いします。

（及川）

　被災者生活支援センターの１点目は成果です
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ね、センターは最初は140人という支援員の体制
でスタートしました。社会福祉協議会が緊急雇用
という事業を使って募集をして、その結果、それ
に対する応募が主婦の方が多かったというのがま
ず１つあるんです。その中で最初はもうきめ細や
かに巡回を続けていて、ちょっとあまり外には出
していないんですけれども、最終的に今ほぼほぼ
仮設住宅の入居が終わろうとしている現在、孤独
死と呼ばれるものは２件でした。恐らく南三陸町
の場合はゼロを目指していたんですけれども、ほ
かの町と比べるとほんとに少ないほうだと思いま
す。
　そうした中でもやっぱり孤独死を見つけたり、
２番目の質問に関連しますけれども、その方が支
援員だったケースも１回あって、直接見たという
ところもありますが、今までかかわってきた方、
仮設で暮らしている時期を何回も何回も励ましな
がらかかわってきた人が孤独死をしたというとこ
ろで、かなり責任を感じてしまうというケースが
ありました。町としてはそうではないんだよとい
うところで町と社協でフォローはしたんですけれ
ども、そういった支援をしている側への支援とい
うのは、ほんとにこの東日本大震災でクローズア
ップされたのかなと思います。
　支援する側が疲れてしまってはもうどうにもな
りませんので、確かに質問にありましたように、
事前にその人たちを支える体制をつくっていくと
いうところが必要かと思います。ただ、具体的に
じゃあどういうというところまではちょっとなか
なか出てこないんですけれども、そこをちょっと
最初目をつけたのは、行政のほうはそれはもちろ
ん分かってたんですけども、なかなか支援員に対
する支援とか、あるいはもっと言うと職員に対す
る支援とかっていうので、行政側から言い出せる
雰囲気などなかったというところもあって、例え
ばＮＰＯだとか、そういうところがそっちの支援
に回ろうという動きがどんどん出てきました。
　最終的には国の復興庁を動かしてというか、先
ほど言った被災者支援総合交付金の中の被災者支
援コーディネート事業というところの中で、そう
いった支援をする側への支援に対する補助という
のはもちろん10分の10、全額付くということで、

そういうのを積極的にやってもらいたいという制
度まで変わっていくといった現状です。
　結果的に、主婦の方が支援員になるというとこ
ろで応募したというところはありますが、やっぱ
りその主婦感覚というのは仮設住宅でも暮らして
いる中で絶対必要なところだと思います。男性に
はちょっと分からない部分ということ往々にして
あると思いますので、そういった中でやっぱり40
代50代の女性、もう一緒に頑張っていきましょう
って多分お互いの気持ちを分かって言えるのはそ
の主婦の方かなというふうに思います。

（友永）

　三浦さん、関係した内容で何かコメントござい
ますか。

（三浦）

　大丈夫です。

（友永）

　ご質問者の意図に沿えたかどうか分かりませ
ん。こういった事情があったということです。
　それでは、皆さんにというご質問があります。
事前復興の取り組みというところで住民が主役に
なれるようにするには、特に行政はどうしたらい
いのか。住民も含めて、住民が主役になるために
はどうしたらいいのかというようなご質問があり
ます。事前復興というところで、こういったテー
マを掲げて活動するというのはまたひとつ踏み込
んだ取り組みではあろうかと思いますが、先ほど
南三陸の皆さんがおっしゃっていましたけど、黒
潮町の防災意識がいま高いとされていますが、こ
れをいかに維持するかというのがほんとの課題だ
と思いますので、そのためにどのように主体的に、
今日のテーマにありますように「わがこと」とし
て考えていけるのか。そういったことについて少
しコメントをいただければと思います。坂本さん
からお願いできますか。

（坂本）

　基本的には、ほんとにやはり言われるように住
民が主役でなければならない。というのは、今回
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の東日本の復興を見たときに、やは
り行政主導でやってて、なかなかや
っぱり住民の声がきちっとその復興
計画の中に反映できていない。しか
も極めて短期間の中でその計画を作
らざるを得ないという中で、想定も
してなかった事態に直面してるわけ
ですから、なかなかやっぱり主役に
なりきれなかったというのがあると
思うんですね。だからこそ、やはり
事前復興の議論というのは、住民が
主役になっておかなければならないんだろうとい
うふうに思います。
　じゃあそのために行政がどのような支援をする
のかと言うと、私たちは、今高知市の支援を受け
ながらやってまして、いろんなアドバイザーの方
にもワークショップのときには入っていただいて
るんですけども、どうしてもやっぱりそういった
方たちに入っていただくと、どっか気持ちの中に、
最後はその方たちに任したらいいんじゃないかと
いう気持ちが少なからずできてしまってる部分も
あるんじゃないかなと思ったりもするんですね。
ですから、そこをほんとにやっぱり自分たちのこ
となんだからということで、自分たちが主体的に
それを検討していくことにどうやって、みんなが
そんな気持ちになれるような検討の仕方をつくっ
ていくかいうことが大事なのかなと思ったりもし
ます。
　やはりそういう意味での行政の支援というの
は、その住民の主体性をどうやって引き出すのか
という、引き出しながら、引き出すことによって
一方で、私たちは頼るんではないんですよと、皆
さんがほんとに主役でやるんですよというような
働きかけもしてもらうというようなことなんかが
必要なのかなというふうに、そんなふうに日ごろ
事務局で運営しながら感じてることです。
　今日も実はその検討会に参加されてる下知地区
の方も来られてますけども、みんな自分のことと
して考えなければならないという気持ちはあるん
だろうけれども、その行政との関係というのをど
ういうふうに保っていくのかというところではそ
れぞれにちょっと違いがあって、難しい面でもあ

るのかなというふうに思ったりします。そういっ
たところは黒潮町さんのほうが、行政側の人間と
してどういうふうに感じられているかいうのはお
話いただいたらというふうに思います。
　ただひとつ、「わがこと」として考えたりする
ときに、我々がワークショップをやるときに、ラ
ンダムにグループ分けをしたりするときもあれ
ば、一方で例えば避難のことを考えたりするとき
は、やはりマンションの津波避難ビルへ逃げる人
を一緒のワークグループにしようとか、あるいは
学校だとか公共施設に避難する人たちを一緒のグ
ループにしようだとかいうふうにしながら議論し
ていくと、多少なりとも「わがこと」になりなが
ら議論ができるのかなとかいうような、そんなこ
とは少し工夫をしながらやったりしてます。

（村越）

　黒潮町、これまでは犠牲者ゼロを目指し、逃げ
る対策、そして助かった命をつなぐ対策というこ
とを進めてまいりました。事前復興の件に関しま
しては、正直、行政としてまだ取り組めていない、
これから取り組まなければいけない課題というこ
とになっています。住民が主役になるためにはと
いうことですが、あくまでもこれは僕個人の意見
ということで決して黒潮町がそういうわけではな
いのですが、個人の意見としましては、やはり皆
さんがこの町について夢をどれだけ語れるかでは
ないかというふうに思っております。漠然とした
ことで大変申し訳ないですけど、やはり自分たち
の町どこが今いいとこで、どこが悪いとこという
か、不都合があるとこなのかとそういうふうなこ
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とを考えていく、考えていける、そして、こうい
う町になったらいいねみたいなそういう話ができ
れば、自然とそういうものが新しいまちづくりに
つながっていくのではないかなというふうに思い
ます。
　すいません、回答にはなってないかもしれない
ですけど、あとは南三陸のお二人に任せます。

（三浦）

　とても難しいテーマだと思います。分かりませ
ん、これ、何とも答えが分かりません。事前復興
のために住民の方々やっぱり意識していただくこ
とになるんでしょうけども、まずもって同じよう
に有事の際は人口が減ってしまうかもしれませ
ん。今ここにご来場の皆さまがてんでばらばらに
隣町に行ってしまうかもしれないし、もしそうな
らなくするとすれば、今のうちから仲良くという
か、つながっていってほしいなと思います。若い
方々も離れてほしくないし、いろんなきずながで
きていってほしいなと思うし、この町を皆さんで
この先も考えていただきたいし、ご高齢の方々も
例えば災害公営住宅にばらばらに行ったときに、
男性の方々って意外と孤立してしまってなかなか
輪に入れないと、女性の方々は仮設住宅でも仲良
くなれたりするという傾向があります。どうして
も男性の方々孤立して何か楽しくなくなってしま
うので、ぜひほんとに親父の皆さんで今のうちか
ら何かリーダーシップとってほしい。もちろんと
られてるとは思いますが、さらに団結上げていた
だきたいなと思いますし、村越さんが話されたよ
うに、ほんとにそうしてこの町のことを考えてい
ただきたいと思います。以上です。

（及川）

　例えば災害公営住宅の入居後のコミュニティ形
成というのは非常に難しい課題で、自治会が設立
するまでかなりの時間を要しています。半年はざ
らで１年後にようやく自治会長が決まったという
団地も多いです。そんな中で、そのコミュニティ
づくりというのを町がどこまでかかわっていくか
というところが非常に難しいんですけれども、町
としてその復興事業を優先でやってきた結果、置

き去りにされてきたものの１つにコミュニティの
あり方、コミュニティをどう支援していくかとい
うところが挙げられるのかなと思います。
　団地ごとによって、自治会の役員の方、会長の
考え方によって左右されるのかと思いますけれど
も、自分たちでしっかりやっていこうという団地
と、それからもう自分たちだけではなくて町にこ
れこれやってくれと、そういう団地が二極化され
るような状況です。そういったなかなかこう難し
い、うまくいかない団地についてはやっぱり例え
ば町と社協が何年掛かるか分からないんですけれ
ども、そういったところで側面的な支援を継続し
ていく必要があるかと思います。
　ただ、最終的には、どっちにしても住民がその
中でそれを乗り越えていく必要がありますので、
そういった意味では行き着くところはやっぱり住
民同士の支え合いに向かって入居、入居というか、
包括ケアの議論にもつながりますけれども、そう
いった議論を積み重ねることによって自分たちで
支え合っていけるというシステムが構築されるの
かなというふうに思います。先ほど検討会、今年
度４回、５回開催する予定ですけども、やっぱり
１回目はどうしても住民の方は参加するだけで、
町がやってくれるんだろう、社協がやってくれる
んだろうというところの思いだったのが回を重ね
るごとにちょっとずつ変わってくる、そういった
ところが見受けられますので、ぜひそういった住
民さん方のワークショップというか、そういうの
を継続して続けていけば、また意識も違ってくる
のかなというふうに思います。

（友永）

　ありがとうございました。このシンポジウムの
テーマで事前復興というような言葉を使っており
ます。このテーマは私もここ数年ずっと考えてる
ところで、何を申したいかと言うと、東北に行っ
ていろんなお話を聞けば聞くほど、事が起きてか
らでは手遅れだなということをたくさん耳にしま
す。ですので、自分たちが生きてるうちには来な
いからではなくて、今だからこそやっておくべき
ことがたくさんあるなということがいろいろあ
る。例えば防潮堤が高すぎるとか低いんじゃない
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かとか、そういった議論、そらそうですよね、十
分な議論ができるわけがないですよね、そんな混
乱期、大事な主がいない家庭、あるいは生活どう
しようかで必死になっているときに真っ当な議論
で復興計画の案が出せるのかというと、そうでは
なかろうというところが非常にあります。
　ですので、そういった意味で、いかに自分たち
の生活に身近な問題であるのかというのを分かっ
てもらう、感じてもらうということがこういった
テーマに踏み込んでいただける原点かなというふ
うに思っています。ですので、特に下知地区でほ
んとに全国的にも珍しいと思うんですよね。そう
やって皆さんが活発に活動されているというとこ
ろは、ほかの地域もすごく参考になると思ってお
ります。黒潮町も今からそういったところを踏み
込んでいきたいというようなこともあったと思い
ます。
　これまでのお話を聞いた中で、ひょっとご質問
がふとまた思いついた方がございましたらお受け
したいと思いますが、いかがでしょうか。

（タマイ）

　宇佐町自主防災のタマイと申しますが、村越さ
んにお伺いしたいんですけども、先ほど流された
ＤＶＤで各浜から津波が来ると、地割れがすると
か、そういう個人的な家のところをあれはやって
るわけですよね。そういうとこでおれんとこの家
がつぶれて流されゆうがを出したとか、そういう
苦情とかはないんですか。それと、あれを作った
コストをちょっと教えていただきたいです。

（村越）

　あのＤＶＤ、ＮＨＫさんが番組作成のために作
ったものをいただいて、こういう研修の場で流さ
せていただいております。正直、あれができたと
きには町民の皆さんには、今ご質問にもあったよ
うにあまりにもリアル過ぎてなかなか見せれない
というような状況もあったというふうには伺って
おります。ただ、黒潮町のほう、住民とともにこ
れまで各種防災対策を進めてまいりました。その
結果、データ上逃げれば助かるというものもでき
あがってきておりますし、住民の方々の防災に対
する意識も上がってきておりますので、ただ町民
に向けて、今日はこうやって流させていただきま
したが、あれをもって何かをするとかいうような
ことは特にはいたしていません。この４月からこ
の担当ですので、あれの使い方が今までどんなふ
うだったかということは、またこのフロアに僕の
すごい先輩の方々がいますので、答えていただけ
ればというふうに思います。

（友永）

　大丈夫でしょうか、このような回答で。もうち
ょっとということであれば、すぐ近くに詳しい方
がいるにはいる。

（村越）

　お隣の方が前情報防災課長になっておりますの
で。

（松本黒潮町前情報防災課長）

　すいません。昨年度まで防災課長をしておりま
した松本といいます。先ほどの質問のＤＶＤの件
ですけれど、正確に言うと、前半がＮＨＫが作ら
れた部分で中半・後半は町独自で作った部分です。
ＮＨＫ部分はオンエアしたのが、松原が壊される
部分はオンエアしました。あと、波がぶつかる部
分はオンエアしてませんけど、それをいただいて
くっつけた状況ですけれど、ちなみに費用は町が
作った部分だけで460万円掛かっています。その
うち、県の補助が２分の１入ったという状況で作
っております。
　理由は、町内でも啓発に使ってきました。いつ
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もいつも使ってるんじゃないですけれど、まさか
こんなものは来ないんじゃないかというふうな意
識の場合とか、あるいは耐震の、あるいは津波避
難、避難所運営マニュアルのときに使ったり、そ
の状況を見て時々使っていました。ただ、これは
必ず次に来るものではなくて、最悪こういうふう
な想定を絵にするとこういうものですということ
を丁寧に説明しながら使っております。むしろ使
わなかったのは外から来た人にできるだけ見せた
くない映像ですので。というのは危ない町という
ふうにあれを見てイメージされると、非常に別の
意味で注意しなければいけませんので、むしろ住
民のほうにはこういうこともあるかもしれないと
いう資料で使ってきたことはあります。以上です。

（友永）

　ありがとうございました。それでは、今回シン
ポジウムの中で双方の活動なり報告なり聞く中
で、パネラー同士でこんなことをひとつ聞いてお
きたいとか、こういったことをぜひもう一言添え
ておきたいということがありましたらということ
で一言ずつ受けていきたいと思っておりますが、
それでは村越さん、坂本さん、及川さん、三浦さ
んの順番でお願いします。

（村越）

　私もこの情報防災課この４月からで、間もなく
１年が経とうかというとこですが、正直、異動に
なったときに、黒潮町の防災に対してものすごく
プレッシャーを受けておりました。というか、今

も受けています。皆さんからお褒めの言葉をたく
さんいただくように、黒潮町の防災とても進んで
いるって自分で言うのもなんですけど、対策きち
んととってきて、他の部署にいたときからすごい
ことだというふうに思っておりました。まさか自
分がその部署に行くとは思っていませんでしたの
で、ものすごいプレッシャーで、黒潮の防災とい
うプレッシャーに押しつぶされそうになっていま
した。
　そういう中ででもやはりやるべきことはやって
いかなければいきませんので、一生懸命取り組ん
でいるところではありますが、今日報告させてい
ただいたようなこともこれまでの黒潮町の諸先輩
方、それから住民の皆さん、そういう方々が築き
上げてきたことであり、今後も続けていかなけれ
ばいけない取り組みになっております。報告の中
にもあったように、これまでは町が主導で進めて
きた部分が多々ありました。これからは住民の
方々が主体となり、さらに住民と一緒になって町
のほうも対策を進めていかなければいけないとい
うふうに思っております。
　また、本日のテーマにもなっております事前復
興についても、時間的に余裕がある今だからこそ、
町民の皆さんと深い議論ができることではないか
というふうに個人的には考えておりますので、ま
た町民の皆さまと、住民の皆さまとまた議論を交
わしながらともに考えて、より良い計画というも
のができればいいなあというふうに思っておりま
すので、ここにおいでの町民の皆さまはもちろん
なんですけど、全町民の皆さまにまた助けていた
だきながら、これからの黒潮町の防災のほうも進
めていきたいと思いますので、今後ともよろしく
お願いします。本日はほんとにありがとうござい
ました。

（友永）

　村越君も４月から防災担当ということですけ
ど、実はもう家族で車で東北に通ったりというこ
とで、南三陸の皆さんとの交流も事前から進めて
きている人間ですので、きっと主力になって頑張
ってくれるんだろうという期待をしているところ
です。
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　では、坂本さん、よろしくお願いします。

（坂本）

　これは南三陸のお二人にお聞きしたいという
か、どちらでも結構なんですけども、１つは復興
のまちづくり協議会とか、そういうので検討した
地区もあるというふうなお話があったんですけど
も、そういったところでやっぱりキーパーソンに
なる方が事前からいたのか、あるいは検討してい
る中でそういった方が生まれてくるというか、そ
ういうふうなことがあったのかというのをちょっ
とお聞きしたいなと。
　実は、先日も気仙沼の唐桑地区の只越のまちづ
くり協議会の方のお話聞いたときに、そこはとに
かく女性の方が中心になって非常にその協議会を
盛り上げていくというか、そういう中で議論が進
んでいったいうお話なんかも聞くにつけて、やっ
ぱりそういうキーパーソンの方がいるかいないか
というのは随分違うなというふうなことを感じた
んですね。そのことが１つお伺いしたいこと。
　もう１つは、さっきの高台移転をした中で、や
っぱり安心して暮らせる、余震が来ても別に逃げ
る必要もない、ほんとに安心して暮らせる。それ
はもうすごく大事なことなんやけど、そのことが
まあ言えば防災意識を、ともすれば少し後退させ
てしまうことになっていくのではないかという心
配というかですね、これも気仙沼の先ほど言った
地域、そこも高台に移転して、そこではどうかと
いうともう防災会をつくらないというふうなこと
になってしまったと。
　地域的にも数が少ないから、わざわざそういう
会をつくらなくても別に日ごろのつながりがある
という地域なのかもしれませんけども、何かそう
いうことがこの防災意識を持続させたりとか、あ
るいは高めたりとかいうことの多少弊害になって
いる部分というのがひょっとしてあるのかなとい
うことを最近感じたりしてるんで、その辺ちょっ
と教えていただけたらなというふうに思います。

（三浦）

　それでは、キーパーソンの件ですけども、やは
り各地域地域でそういうリーダーシップとってく

れる方がいる地域、いない地域があって、それで
まちづくり、地域づくりの部分でとてもそういう
方がいる、いないが大きいかと思います。それ
で、例えばほかから支援で来ていただいた方々で
もそのまちづくりの援助とかしていただくんです
けど、どうしても主力、リーダーまでは多分遠慮
してできないのかなと思うので、どうしてもそう
いうほかから来ていただいた方々の力を借りなが
ら、その地域を引っ張っていくリーダーの方がう
まく地域づくりしていただいてるところがあるな
とは思いました。すべての地域がうまくいってる
かというとそうでもないんですけども。
　それからあと、２つ目の高台に暮らして安心に
なって、やっぱり防災意識下がります。避難訓練
しないですね。自分の家が津波来ないとかってい
うところは避難訓練しません。そんな感じにかな
り下がってきてると思います。そういう生活が変
わってくる中で、今度はそれに合った、例えば海
沿いで生活、なりわいをしてる方々の避難訓練と
かはあるんですけども、住居に関する部分はまず
安心してる状況です。以上でございます。

（友永）

　特に補足はございませんか。坂本さん、以上で
大丈夫ですか。

（坂本）

　決して高台移転がだから駄目だとか言うつもり
は全然なくて、私たちなんかの地域でいくと、や
はり防災というのを１つの切り口にしながら、地
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域のコミュニティをどうやって活性化させようか
とかいうことも考えたりしてるもんですから、ち
ょっとその高台へ移転してしまうことで避難訓練
もしなくなる。それがまたその地域の中でのつな
がりも後退させるようになってしまっては、それ
はちょっと残念かなというふうに、せめて避難訓
練はしなくても、その移転先でのコミュニティが
どうやって維持できるかとかいうことは、大事な
課題なのかなというふうに思ったりしました。
　私たちの地域でこの地区防災計画を議論する、
事前復興計画を議論する中で、先ほどお話ししま
したように避難場所が自然高台ないですから、い
わゆる津波避難ビルとかに地域の人は避難する場
所があるわけです。そういった方は、私たちこう
いう言い方するんですけども、マンション防災会
と町内会防災会というのが一緒の地域にあって、
町内会防災会の人はマンション防災会の人の住ん
でるマンションに避難させていただく。そういう
状況を考えたら、日ごろからどういうつながりを
そこでつくっておくかというようなことが検討す
る中で、避難するということを検討する中で課題
になってくる。
　じゃあ、やはり日ごろからつながりをつくって
おこうということで、そのマンション防災会と町
内会防災会が一緒になって花見をするとか、そん
なふうなことにつながったりしてる地域もあった
りするんですね。そういうつながり、さっき言い
ましたこの共助の力をどうやって日ごろからつく
っていくかいうことを、我々の地域ではなかなか
一足飛びにいかないかもしれないけども、そうい

うところから積み上げていきたいなというふうに
感じているところです。

（友永）

　では、及川さん、最後に一言お願いします。

（及川）

　ちょっと質問とずれる回答になるかと思います
けれども、事前復興という意味で言えば、先ほど
うちの小野寺が話したように、例えば仮設住宅の
用地をしっかりそこで確保しておくというところ
が非常に大事かなと。しかも想定される被害のマ
ックスの戸数の公有地で足りなければ、民有地ま
でもというところで考えていかなければならない
かなと。
　うちの場合は、隣接の登米市に４分の１弱の
方々が行ってしまったので、そちらの登米市に行
くとき、最初のときにはもちろん町のほうに帰っ
てくるという気持ちで行ったものの、やっぱり時
間の経過とともにそちらのほうの利便性だとかそ
ういうところで戻ってこなかった。
　うちの町長も最初のうちはもう全員帰還させる
と、町外に行ってる、帰還だけは申し訳ないけど
も、その後はしっかり復興事業進めさせるから戻
ってきてというところで話していましたし、職員
も相談会、説明会のたびにぜひ帰ってきてくださ
いと、頑張りますから帰ってきてくださいという
話をずっとしてきました。ただ、やっぱり時間の
経過とともに、町にはやっぱりスーパーとかそう
いったものがずっとできなかったので、職員もな

かなか帰ってきてくださいとはだんだ
ん言いづらくなってきたという経緯が
あって、最終的にはこのように県内で
言えば南三陸町とか女川は非常にこう
いう人口流出という厳しい状態になっ
ております。
　なので、想定されるマックスのとこ
ろを想定の基準と考えていろんな対策
をして、黒潮町さんはそこはしっかり
やられてるというふうに感じておりま
すが、そこは何か今までの経験の中で
言えることかなと思います。
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　今回、ここに来る前から、また黒潮町に行って
刺激を受けて帰ってくるんだろうなと事前に思っ
てましたので、職員組合として来ているので、帰
ってから、この明日までの３日間見たこと、聞い
たことを職員組合の中で報告会をしたいと思って
ます。そのための職員をプラス２名追加して、今
日はビデオとカメラを一生懸命撮ってもらいまし
たので、この取り組みをもう一度南三陸に持ち帰
って、うちのほうでも職員から、またそういった
意識の醸成を図っていきたいというふうに考えて
おります。今日はどうもありがとうございました。

（友永）

　じゃあ三浦さん、最後にお願いします。

（三浦）

　いつもニュース、テレビを見て、嫁さんと、高
知県黒潮町の天気やニュースが出たり台風が来た
り、いつも注目させてもらってます。これまでこ
ういうお付き合いさせていただいて、ほんとに万
が一有事の際、お互いに何が起こるか分かりませ
んが、ぜひとも私としては、皆さんほんとに何と
しても被害者ゼロでいてほしいなと思いますし、
ほんとに何とか皆さんでまちづくりを考えていた
だきながら無事でいただきたいと思いますし、ほ
んとに私も元気で暮らしていきたいと思います
し、ぜひこれからもお付き合いいただければと思

います。ほんとに今日はありがとうございました。

（友永）

　ここで時間がちょうど来てしまいましたので、
少しだけまとめて閉じたいと思います。つらい経
験をされた当事者の言葉、今日の及川さん、三浦
さんの資料、また振り返ってよくよく読んでいた
だきたいと思います。すごく大事なことが書かれ
ております。ほんとに自分たちのことを心配して
のコメント、今日は高知県内いろんな地域から来
ていただいております。きっとどこの地域でも参
考になる重い言葉がちりばめられております。ぜ
ひとも地域の活動の参考にしていただきたいとい
うふうに思います。
　やっぱり知ることがまず大事だと思います。テ
レビ、ニュース等だけではなくて、こういった当
事者の生の声を聞く機会、それがあると自分たち
の気づきになります。そうすると、少しずつです
けど他人事ではなく自分のこととして捉えられ
る。そういうふうにつながっていくものだと思っ
ております。今日ここにいらっしゃった皆さんが、
例えば南三陸に台風が来たよみたいなニュースが
来たときに、大丈夫かな、及川さん、三浦さんみ
たいな、そんなふうに間接的につながっていただ
きたいなというふうなお願いを添えて、今日のシ
ンポジウム閉じたいと思います。本日は皆さん、
どうもありがとうございました。


